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大管長会メッセージ ●

神の子を教える

第一 副 管 長`、 、

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー

私 はこのメ・セージをジ現在教会の指導

者 として働いている方に，またやがて：

指導的立場に就 くであろう方に， そして，ぜ

そのような指導者め下で働いている方々「に

送 りたいと思 います。

教会員として私むちは，..神の王国すなわ
.

ち趾 における塑 鵜 の勲 縫 する責任

が一人一 入に課せ られているごとを自覚 し

なければなりまぜん記この責任 を果たすに

当たって，心に銘記 レなければならない基

本的な ことがい くつかあ ります。

まず，私たちは皆，神の霊の子供である

ということです。私たちが何者セあり， な

ぜ この地上にいるのか， それ を的確に示 し.

て いるのは， 私 たちの よ く知 ってい る詩

、「わた しは神 の子」であると思います。

私 は神の子

神が ここに送って下 さった

やさしい両親のいるこの家庭に

私は神の子

なすべ きことを多くいただいている

遅 すぎないように早 くから

み言葉を理解できるよ う助けて下 さい

私は神あ子

天にはあふれるばか りの祝福があ り

みこころを行ないさえすれば

再び神のみ もとに住む ことができる

私 を導 き，共に歩いて下さい

道が見いだせるよ.う助けを下さい

私のなすべ きζ とを教 えて下さい

いつか神 と共に住むことができるように
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(「子 供の歌」B-76参 照)

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の会員で

あること， そして，天の御父のみこころを

行なっているのだ という自覚 をもって予言

者の指示の下で働けること，これは何に も

勝 る特権です。私は，スペ ンサー ・W・ キ

ンボール大管長が神の予言者であ り，今 日

地上におけ る主の教会の諸事 を導 く人であ

ることを知 っています。このことを証 とし

て申 し上げ ます。

私は，末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会で

教師 として働けることほど素晴 らしい召し

はないと考 えています。ある意味で，私た

ちはすべ て教師であると言 えます。任命を

受 けた受けないにかかわらずそうです。救

い主御 自身は，最 も偉大な教師 として知 ら

れてい ます。いかなる時にあって も主 を手

本 とし，その模範 に従おうではあ りません

か。

私は，救 い主がアメリカ大陸の人々 を訪

れて下 さったことを考えるたびに，胸が熱

くなるのを覚 えます。この出来事 をは じめ

その他 多 くの出来事や主の語 られたた とえ

話か ら，イエス ・キ リス トが実際 に生 きた
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もう.ことがわか ります。また，私たちに関

心を寄せ，愛を注いでおられること，私 た

ちの幸福 を願 って，義 しいこ とをせ よと言

.っておられることがよ くわか ります。

子供 たちに対 して(天 父の目から見れば

私 たちすべ てが子供ですが).， イエ スが深

い愛 と関心 を抱いておられることは， イエ

スがアメ リ.力大陸 を訪れた もうた時のこと

を記録 した聖文に，実に よく示されていま

す。

「それか らイエ スは人々にその小 さい子

たちを連れて来よと仰せになった。

そこで人々はその小 さい子たちを連れて

来てイエスをとりまいて地上にすわ らせた。

イエスはその真 中に立 っていた も・う々。群

集は子供たちをみなイエスの ところべ連れ

て くるまで道をあけていたが，

子供たちをみな連れて くるとイエスはそ

の真中に立 ちたもうて，群集に地へひ ざま

ずけ と仰せになった。

群集が地へ ひざまず くとイエスは心の中

で うめいて 『父よ，われはイ琴ラエルの家

に属する者の罪悪 のために悲しむ』 と言 い，

こ う言 って 自らも地 にひ ざ まず いて御 父

に祈 りたもうた。その祈 りは書 くことがで

きないが群集の.中でこれ を聞 いた者たちは

次のように証 を立てた。

『私 たちが見た り聞いた りしたイエスの

御父に対す.るお祈 りは，人.の目が まだ見ず，

耳がまだ聞かないほ ど偉.大で驚嘆すべ.きも

のである。

これ を口で言いあらわせ る者 もな く，筆

で書 きあらわせ る者 もな く， また人間の心

で想像 できぬほ ど偉大で驚嘆すべ きもので

ある.。イエスが，私たちのために御父.に祈

って居 りた もうのを聞いた とき，私たちの

心 に満 ちた.喜びは人間の想像ができない も

のである』 と。

さて，イエスは御父に祈 って しまうと立

ち上 りたもうたが，群集は喜びのあま り疲

れて しまった。

しか し， イエスがかれ らに言って起て と

命 じたもうと，

かれ らは直ちに地か ら起 ち上 った。 ここ

に於てイエスは 『汝 らはその信仰o故 にさ

いわいな り。見 よ，今わが喜 びは満 ち溢れ

た り.』とかれらに言って，

涙を流 した もうた。.これは群集が親 しく

見て証 をす るところである。イエスはそれ

か らかれ らの小 さい子供たちを一人一人近

よせて これに祝福 を与 え，.かれらのために

御 父に祈 りた もうた。

そしてこれをしてしまうとまた涙 を流 し

た もうた。

イエスが群集に 『汝らの子供たちを見よ』

と仰せ になったか ら，

群集がζれを見 ようと顔 を上げる時天 を

仰 いで見ると，天が開けて天使 らが火の中

に取 り巻かれているような有様で天降 り，

子供たちを取 りかこんだので子供 たちもま

た火に取 りか こまれ，天使 らは子供たちに

祝福 を与えた。」(IIIニ ーファイ17：1ユー24)

これ ほど.美しい光景，素晴 らしい経験を

想像す るヒ どができるでしょうか。この話

か ら，主がいかに私たちを愛 してお られ，

また天使が私 たちを見守 っているかがよく
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わか ります。 また私たちは，天の御父に祈

る という特権に浴 していることもわか りま

す。いつ くしみ深い御父 は，私たちの祈 り

に耳 を傾け，答 えを与えて下 さい ます。子

供の考 え方や生活に良い影響 を及ぼす もの

として，最 も効果が あるのは，適切 なお話

や絵，』写真，模範 といったものを通 して，

絶えず子供たちの前に正 しい考 え方を示す

ことです。

幸いなことに，私たちは末 日聖徒 として，

父なる神が生 きてお られ，イ.エスがキ リス

トであることをはっきりと知 ってお り， こ

の御二方が個 人的に私 たちを見守 って下 さ

ることや，私 たちには真実かつ永遠の福音

が与えられていることを証 と.して述べ るこ

とができます。私 たちが この証 を持 ってい

ること，この証に対 して心に一点の疑いも

ないこと，心 と勢力と思い と体力 を尽 くし

て主を愛 していること， また，すべての面

で主に仕える備 えをしていること， これら

のことを他の人々に知って もらうために 日

日生活しようではあ りませんか。主は こう

言われました。 ㌧

「もしわたしのいましめ を守 るならば
，

あなたがたはわたしの愛のうちにおるので

ある。それはわたしがわたしの父めいまし

めを守ったので，その愛のうちにおるの と

同 じである。」(ヨ ハネ15：10)

、救 い主の与えられた次の勧告 と約束が確

かに真実であることを，私 は自分の生活の

中でこれまで幾度 とな く体験 し，証明 して

きました。

「まず神の国 と神の義 とを求め なさい
。
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そ うすれば， これ らのものは，すべて添 え

て与え られ るであろう。」(マ タイ6：33)

現 代 は，神 の王国 と神 の義 を最初に求め

ることが実に難 し く・， ともすれば この世 的

な事柄に目が向き，物質に執着 しやすい世

の中です。ですか ら，最 も大切 なのは，言

葉 と模範 によって効果的に教えるよういつ

も心の準備 をしておかなければならないと

いうことです。古い格言には こうあ ります。

「行動は言葉 よりも声高 く語 る
。」このこと

を忘れないで下さい。

あらゆる組織の指導者たちが，救い主が ・

言われたように 「わた しに従 ってきなさい」

と胸 を張って言えるような生活 をし，天父

の子供 たちが真理 と義 の道に導かれている

と確信 できるようであれば， この世は何 と

素晴 らしい もの どなるでしょう。

私は，昔読んだ次の詩 をいつ も思い返 し

ています。

私 はまだ子供

私 の行 く末はあなたの手の中

私が成功者 となるか敗北者 となるか

あなたが鍵 を握.っている

どうぞ教 えて下 さい，幸福 をもた らす もの

をどうぞ鍛えて下 さい，世の中の役に立つ

者になれるように

私たちが模範 と言葉によって， もっと住

み よい世の 中を作 る手助けができるよう生

活 しえ教える時，・私 たちは天父に対す る自

らの責任 を果たしていると言えるのです。

私たちすべてが，その ような決意 をす るこ

とができるように祈 っ・ています。



「聖霊は常に汝の伴イ呂となり…一」

約束された祝福

ス ペ ン サ ー ・J・ コ ン デ ィ

一 の世 での務めが終わ りに近づいた頃
，

一

救い主は.使徒 たちに来 るべ き別れに対

す る心の備 えを始めたもうた。救 い主は次

の ように約束しておられる。「わたしは父に

お願いしよ う。そうすれば，父は別に助け

主 を送 って，いつ までもあなたがたと共に

お らせ て下 さるであうう。」(ヨハネ14：16)

「わ た しが去
.って行かなければ，あな々

がたの ところに助け主はこないであろう。

もし行けば，それ をあなたがたにつかわそ

う。」(ヨ ハネ16：7)

この主の約束は古代の教会の使徒たちに
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向けられたものであるが，回復 された教会 、

のすべての会貝に も当てはまる。親であれ

子であれ，あるいはホームティーチャーや

訪問教師であれ，ふさわ しい生活をしてい

れば，使徒や予言者たちの場合 と同様に聖

霊は共にいて下さるのである。

愛弟子 ヨハネによって実に生 き生 きと記

されている慰 め主 につ いての この 印象的

な話の中で，主は，聖霊がどのよ うな方法

で私たちの 日々の生活に影響 を及ぼすか を

ある程度明らかにしてお られる。＼以下に挙

げる実例がそれを示 している。

「わた しはあなたがたを捨 てて弧児 とは し

ない。」(ヨ ハネ14：18)

お産 で命 を落 としたある若い母親の葬儀 ・

が終わ りに近づ くにつれて，参列者の間に

は深い悲哀の情があふれていた。追悼の言

葉は切々 と胸に迫るものであったが，その

日参列 していた多くの人は心 に何か受け入
のこ

れ難いもの を感 じて いた。遺 された父親 は

4人 の幼 い子供 を抱 えて悲嘆に暮れている

というのに，慈悲深い天の御父がどうして

母親が逝 くままにされたのだろう， と思 っ

たのである。

ところが葬儀 の最後に，妻に先立たれた

若い父親は落 ち着.いた様子 で席を立つ と，

説教壇の方に歩いて行 った。そ して，静か

に話 し始めた。「皆 さんが悲しみ，心配 して

下さるお気持ちはよくわか りますが，ぜ ひ

皆さんにお話してお きたいことがあ ります。
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妻 が亡 くなってか ら一時の間，私は途方に

暮れました。 とても妻 なくしてや って行け

そうにない と思 ったのです。で もその時で

した。私 の心は平安 な気持 ちで一杯になっ

たのです。その時から私は，すべては うま

くい くと確信 しています。私たちのことは

もう心配なさらないで下さい。本当に元気

にや っていますか ら。」

参列者 はこの話 を聞いて，一様に心が安

まるの を感 じた。そして，だれもが心に慰

めを得て帰って行った。

「罪……について
，世の人の 目を開 くであ

ろう。」(ヨ ハネ16：8)

ベ ン ジャミン王は神 を賛美す るその説教

の中で，肉欲に従 う心を克服す るためには

「聖霊の導きに従」(モ ーサヤ3：19)わ な

ければな らない， と聖徒たちに教 えている。

アルマもまた，聖霊は，私たちが罪に打 ち

勝つことができるように絶えず導 きを与 え

て下さっているということに言及して，「こ 』

の上聖霊に逆 らわ」(ア ルマ34：38)な い

ようにと兄弟 たちに忠告 している。

次に紹介するのは，善 い行ないをす るよ

うにとい う慰め主の導 きを強 く感 じた， あ

る中年ビジネスマンの実際の話である。

ジョンソン兄弟(仮 名)は20年 来，喫煙

の習慣に悩んできた。心 の中では是が非で

も教会に活発にな りたい と思いながら， ど

うして もこの習慣が主 との間の打ち勝ち難

い障害 となったようである。それで教会の



活動には足が運べ ないでいた。

風の強い， ある冬の 日の仕事中であった。

タバ コを.すっぱりとやめ られない 自分の意

志 の弱さに.つく.つく嫌気が さしていたジ ョ

ンソ.ン兄弟は，ふ と仕事 をやめて帰 るよう

に とい うかすかなみた まの ささや きを感 じ

た。そこで彼は雇用主に早退 したい旨を話

して， 勤務先を出た。新雪が降 り積 もって

寒い天候 であったが，そんなこ とには構 わ

ず，彼は人里はなれた峡谷の方に歩いて行

った。だれに も邪魔 されないひ とりき りの

世 界で，身 も心 もさらけ出して主に祈 り求

めたいという気持 ちにか られた。彼は，雪

が深す ぎてこれ以上 は先に進めないという

所 まで峡谷を登って行 った。

それから彼は，心か らへ りくだって主に

祈 り.始めた。彼は主に， 自分 を捕 えている

ニ コチンの力か ら逃れられるように強めて

下 さい と懇願 した。そ して， この熱烈 な祈

りの後，彼は別人の ように変わった。

ジョンソン兄弟 はタバ コの奴隷か ら解放

されたのである。彼は真理壷求めた。そし

て真理 は彼に自由を得 させ たのである。そ

れか ら半年後，ジ ョンソン兄弟はワー ド部

の監督に召 された。.ジョンソン兄弟は忠実

に， また献身的に働いた。

「聖霊 は
， あなたがたに……ことごとく思

い起 させ るであ ろう。」(ヨ ハネ14：.26)

今 は 大きな志 を抱いている大学教授が大

学院生時代っことである。ある一流大学か

ら博士号 を得 ることを望んで，彼はずっと

懸命な努力 を重ねてきていた。そして最後

の口頭試問。準備 は万全だった。彼 と妻は，

試験の時主のみたまが共 にいてくれるよう

に願 って，何 日か断食 し，一心に祈った。

口頭試問の前夜， この若者はなかなか寝

つけず，何度 も寝返 りを打っていたが，や

がて徐々に気持 ちが安 らいで きた。その内

に，彼は次の 日試験 で問われる質問を心の

眼で見たのである。彼はさっそ く心の中で，

頭に浮かんで くる一つ一つの質問に答える

準備 を始めていた。

翌朝，彼は指定の時間に試験に臨んだ。

驚いたことには，学位審査委員か ら最初に

問われた質問は，前夜彼の心に浮かんだ最

初の質問であ.った。彼は喜 んだ。それか.ら

試験は進んで次々に質問が出されたが， そ

の順序 は前夜彼の頭に浮かんだ質問の順序

とまった く同 じであった。言うまで もなく，

彼は見事な成績で試験 に合格 した。それ以

来，彼は自分 の人生 と仕事を主に仕えるた

め に捧 げている。

「聖豊 が(福 音 を).人 の心の中に浸み こま

せるか らである。」(IIニ ー ファイ33：i)

端正 な顔立ちをしたそのアメ リカ人の若

者は，チェコスロバ キアに来てま.だわずか

しか たっていなかった。彼はまった く語学

の訓練 を受けないで，.チェコの人々に福音

を伝 えに来なければタらなかっ奉。さてそ

の彼が，聖徒たちや関心を持っている求道
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者たちに初めて話 をする時がやって きたの

である。先輩の同僚は，彼が話の原稿 を書

くのをいろいろと助け， また非常に難 しい

チェック語の発音について も.教えてやった。

そ して，ついに彼がひと り会衆の前に立つ

時が来た。

若者は話 し始めた。先輩の同僚は，若い

後輩がチェック語の文法 をことごとく無視

して話を進めてい くのを無言で耐えていた。

しか じ，すべてが失敗に終わったわけでは

なか った。彼の発音がまった くひどく.て，

とにか く何を話 しているのかほ とん どの人

にわからなかったか らである。

ところが，集会が終わった後，落胆した

のか ちょっときま り悪そ うに していたこの

若い長老の ところにひとりの年配の女性が

やってきた。涙にぬれた頬で，.声を震わせ

なが らその女性 は(通 訳 を通 して)長 老に

話 した。「あなたのおっしゃったことはみん

な真実です。それで私，バプテスマ を受 け

たいと思います。」モルモン経には，「人が

聖霊の力で語るときには，聖霊がその話 を

人の心の中に浸みこませ る」(IIニ ー ファイ

33：1)と い う約束がある。

神の選 り抜きの僕 たちの中で，エ ノ.ク，
とつ

モーセ，エライジャは訥弁であった。明 る

い表情 と達者な話 し方は福音を伝 えるため

に望 ましいこ とではあるが，改宗 を生むの

は文の構造ではな く聖霊である。

「… … 聖 霊 は ， あな た が た に す べ て の ・こ と

8

を教 え……るであろう。」(ヨ 凸ネ14：26)

そ の若い夫婦は，4人 の.威厳のある兄弟

たちが家にやってきて， ソファーに腰をお

ろした時，心配そうにちらっと顔 を見合わ

.せた。妻の方は2カ 月前に生 まれた双子の

赤ん坊 を優 しくゆす り，3歳 と5歳 になる

上のふた りの子供は，真剣 な顔つ き.をした

4人 の兄弟 たちを好奇の まな ざしで じっと

見ていた。

ステーキ部長が妻の方に尋ねた。「姉妹，

もし主があなたの御主人をシオンの新 しい

ワー ド部の監督 に召されたとしたらどのよ

うにお思いにな りますか。」

彼女は4人 の幼い子供 たちを見なが ら，

夫が監督の務め を果 たすようになった時に

増す 自分 の責任のこ とを考えた。それか ら

彼女は何のためらいもなく答 えた。 「それが

主の望まれることでしたら， できる限りの

ことをして夫を助けたい と思います。」.

若 い夫はその ような召 しがいつか，多分

40代 か50代 に なって十分 な備 えができてか

ら来 るだろうと思っていた。それが30歳 そ

こそこで召されたのである。数 日前，彼は

みたまに よってその召 しが来ることを示 さ

れていたのであるが， それでもなお 自分は

まった くふさわ しくないし，荷が重過 ぎる

と思った。

召 しの大きさを考えて，何 日か眠 られな

い夜があった。 どの ようにして新 しいワー

ド部を組織す るのだろうか。 どうすれば副

監督，扶助協会役貝教師， ホームテ ィーチ



ヤー， 日曜学校教師，聖歌隊指揮者，ある

いはワー ド部新聞の編集長 として主が望ん

でおられる人を確信 をもって召すことがで

きるのだろうか。あれこれ考 えて気ばか り

焦るのだが，か と言って うまくやってい く

自信 などまった くなかった。

それか ら2，3日 して，ステーキ部内の

監督全員 とステーキ部長会の集会が持たれ

た。 まず年配の経験豊かな監督たちが助言

と忠告 を与えて くれた。召されたばか りの

監督 は手引き類 をは じめ として，監督の訓

練ガイ ド，神権会報，その他の資料 を受け

取った。それか らステーキ部長会のそれぞ

れが，教会での豊富な経験か ら賢明な助言

を与 えて くれた。そ して最後に，全員がひ

ざまずいて，イスラエルの判士 としての責

任 を果たす時に主のみた まの導きがあるよ

うに と祈った。

この監督は，1その 日車 を運転 して家に帰

る途中，みた まの存在 を強 く感 じた と言 う。

ちょうど不 自然な姿勢 を長 く続けた時に手

足が しびれてび りび りうず くように，みた

まが注がれるのをはっきりと体 で感 じたの

であった。彼は 自信 と慰めを得 た。そして

今では主のみ業に熱心に従っているとのこ

とであった。

その後 もこの監督は，ワー ド部の聖徒た

ちの福祉にかかわる数々の決定を下す時に

はいつでも聖霊を伴侶 とした。監督はまた，
ちから

「神権の権能は天の能力 と固 く結びつ きて

.

離 るべか らざるものに して，天の能力は正

義の原則によりてのみ支配 し運用し得 るも

のな り」(教 義 と聖約121：36)と い う非常

に大切な戒めを学んだ。

聖霊の導 きを受け，神権の権能を与えら

れるか ぎはここにあ る。逆に 「もし己が罪
おお

を蔽 いか くさんとし，われ らの高慢，空 し

き野望 を充たさん と企て， または幾分にて

も正 しか らざることによりて人の子 らを支

配 し，統御 し，強制せん とする時は，見 よ

諸天 は退 き去 り，主 の 『みたま』悲 しむ」

(教義 と聖約121：37)の で ある。

どうすれば常に聖霊の導 きを受 けられるか

近代の啓示の中で主は，聖霊の賜 を続け

て受 けるこ とによ り慰め主 を絶 えず伴侶 と

す る方法 を示 して下 さっている。その方法

は次の通 りである。

「すべての人に対 して
， また信仰ある家

族に対 して汝の腹中 を慈愛にあふれ しむべ
もつ おもい

し。絶 えず徳 を以て汝の想を飾 るべ し。然

る時は，汝の 自ら信ずること神の前に強 く

な りて，神権の教理は天 より下 る露の如 く

に汝 をうるお さん。
と も しゃ く

聖霊は常に汝の伴侶 となり，汝の笏は真

理 と正義の変 ることなき笏 とな り，汝の支

配は永遠の支配 となりて強いらるることな

く永遠に汝に流れ込 まん。」(教義 と聖約121

：45-46)
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質 疑 応 答
本誌 の解 答 は問題解 決の一助 と して与 えられ たものであ

り，教 会の教義 を公 式に宣言す るもので はあ りませ ん。

ラ リー ・ピ ラ ー

(テー ラーズ ビル ・ユ タ ・セ ン

トラルステーキ部テー ラー ズ ビ

ル第9ワ ー ド部監督， 国際機関

誌編集 主幹)

聖餐 をとるべ きで ないのは

どの よ うな場 合で しょ うか。

この質問に答えるために， まず非常に：大

切な真理 をい くつか思い出してみ ましょう。

この世で人が負 う重荷の中で，罪の重荷 ほ

ど耐 えがたいものはあ りません。 しか し，

悔い改めに必要 な段階 を踏んでその重荷 を

取 り除 くならば，それはだれに とっても最

も喜ば しく心に満足を覚 える経験にな りま

す。もし救い主がお られず，贈 いの犠牲が

なかったならば，私 たちは罪の重荷 をこの

世だけでな く，永遠にわたって負うことに

なるで しょう。そして，私たちは神のみ前

から断ち切 られ，悪魔に支配されるのです。

私たちの生活における腰 罪の大いなる意

義は， 言葉だけでは伝えられない ものがあ

ります。そこで主はひ とつの儀式を定めら

れ，.私たちが絶 えず主の贈 罪を思い起こし

て，感謝の気持 ちを育めるように して下 さ

いました。

イエス ・キリ琴 トが死後復活 された とい

うことは，地上に生 を受けたすべ ての人が

いつの 日か復活 できるよ うになった という

ことを意味 します。しか し，罪か らの腰 い

は， イエス ・キ リス トを認め，罪を悔い改

め，正 しい権能 を持つ人の手により正 しい

方法でバプテスマを受けた人にのみ もたら

されます。罪の赦 しを受け るには， キリス

トの贈罪 と私たちの悔い改めが必要 です。

バプテスマ を受けることは，それによって

私たちが主 との誓約 に入ることを意味 して

います。

私 たちはバプテスマを受けて も，完全に

罪から離れて生活する力 を持っていないの

で， 引き続 き信仰 と悔い改めの原則を適用

していかなければな りません。そこで，主

の偉大な贈罪を絶えず心に留め，バプテス

マの時に交わ した誓約 を新 たにす ることが

できるように，救い主は聖餐 を定め られた

のです，

聖餐のパ ンと水は，救い主の裂かれた肉

体 と流 された血 を思 い起こさせ ます。 また
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て

聖餐の祈 りはバプテスマの時に交わした誓

約を繰 り返 し述べています。その誓約 とは，

(1)イエ ス ・キリス トのみ名 を受け，(2)キ リ

ス トを常に忘れず，(3)その戒め を守 る， と

い うもの です。それに対 して主は，主のみ

たまが常に私たち と共にあることを約束 し

て下 さいます。

バプテスマ を受け る前に悔 い改めが必要

なように，聖餐にあずか る前に も悔い改め

る必要があ ります。モルモン経には次のよ

うに記されています。「バプテ スマ を受け

る資格のない中は慎 んでバプテスマを受 け

てはならない。キ リス トの聖餐 を受 ける資

格のない中は慎んで聖餐 を受けてはならな

い。」(モ ルモン9：29)

私 た ちは主から完全になるように命 じら

れてお り，聖餐 はその過程 において不可欠

な要素 です。毎週罪 を克服す るために努力

し， 日曜 日に聖餐 を受け られ るように備 え

るならば，次第に生活の中か ら罪を締め出

すことができます。そ して，聖霊の勧めに

応えて行動できるようになるにつれて，良

心 はます ますその勧めに鋭敏にな ります。

言葉 を換 えて言えば，救い主 を常 に覚 えて

戒め を守 るために努力す る時に，私たちは

約束の聖 きみたまを受け るのです。

それでは，聖餐にあずかるべ きでないの

は， どの ような場合で しょうか。聖餐は完

成へ向か う一段 階ですか ら，完全 な状能で

それにあずか るように求めちれてはいませ

ん。 しか しすでに参照 した聖句に見 られ る

質疑応答

ように，「資格 の ない中 は」聖餐を受けて

はならないと警告されています。ア メリカ

大陸 を訪れた救 い主は弟子たちに次のよう

に語 られ ました。

「われが今汝 らに与 うる誠 命 は
，わが肉

(の しるしなるパン)と 血(の しるしなる

葡萄液)と を分かち与 うるときに，誰にて

もこれを飲みまた食う資格な しと汝 らの認

むる者あらば，その者にこれを飲み また食

うことを許すべからず， と言 うことな り。

わが肉(の しるしなるパン)を 食い，ま

たわが血(の しるしなる葡萄液)を 飲む資

格 なき者がこれ を食いかつ飲む とせば，か

くす るこζによりてその者は身 も霊 も救わ

れざることになるな り。」(IIIニ ー ファ イ

18：28-29)

パ ウ ロは同 じような警告をコリン トの聖

徒たちに書 き送 りました。この警告から，

聖餐 を受けるべ き時 と， そうでない時とを

区別するもうひとつの手がか りが得 られま

す。パウロは次のように記 しています。

「だれでもまず 自分 を吟味 し
，それか らパ

ンを食べ杯 を飲むべ きである。」く1コ リン

ト11：28)

救 い主がニーファイ人に語 られた言葉か

ら，聖餐の儀式 を執行す る人々は資格のな

い人がパ ンや水 を取 ることの ないようにす

る責任があ ります。ワー ド部では管理役員

である監督がこの責任を負っています。監

督は罪を告 白した人 に対 して，一定期間聖

餐 を取 らないように勧告することができま
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す。その期間は罪の重大 さや悔い改めの程

度によ り， また個々の状涜に基づいて監督

が判断した他の要因に より異なって きます。

教会法廷によって正会員資格を剥奪 された

人や破門 された人は，復権するか再度バプ

テスマを受け るまで，聖餐にあずかる資格

はありません。

またパ ウロの言葉か らわか るように，私

たちには自分 自身を吟味 してか ら聖餐を受

けるとい う大切 な責任が課せ られています。

監督に告 白す る必要のある重大な罪 を犯 し

ている場合は，正 しい方法でその問題を解

決するまでは聖餐にあずかるべ きでないの

は明らかです。「人罪 を悔 い改 め しや 否や

は，見よ，彼は自らこれを告 白しその罪を

捨つべければ，その悔い改めたるこ とはこ

れによ りて知 るを得べ し。」(教 義 と聖約58』

：43)告 白する必要があるか どうか 自分で

判断がつ きかねる場合は，監督に相談する

ようにお勧め します。監督はあなたの話に

耳を傾け，秘密 を固 く守って くれ ます。そ

して，あなたが問題 を大きな目で把握できる

ように助け，罪の赦 しを得て 自分に対 して

安 らかな気持ちを取 り戻す ために何 をすれ

ばよいか を教えて くれます。

それでは，告 白する必要のない問題につ

いては どうすればよいでしょうか。それは，

次のように 自問 して 自分 自身を吟味 してみ

ることです。私は自分の罪を認識 し， それ

を克服 しようと努力 しているだろ うか。心

から悔い改めているだろうかポ私の心は憎

しみや怒 り，皮肉などで満ちていないだろ

うか。平安 を感 じているだろうか。今週は
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先週 よりもさらに義 しい生活が送れただろ

うか。救い主が私のためにして下 さったこ

とに心か ら感謝 しているだろうか。聖餐を

取る前にこのよ うな質問を自分 自身に投げ

かけてみるとよいで しょう。真剣になって

考えるな らば，答えはおのず と明 らかにな

ると思い ます。

聖餐 を受 ける前に しば しの間，'「私はふ

さわ しいだろうか」 と問 いかけ る人は，何

も考えずに習慣的に聖餐 を受け る人よりも，

ある意味ではるかに高い段階にいると言え

ます。また， 自分はふさわ しくないと感 じ

た時に聖餐 を受けずにいる勇気 を持つ人は，

悔い改めの非常に大切 な段階を踏んでいま

す。なぜ なら， そのような人は，主が私 た

ちについて考えておられることに，他の人

よりも深 い注意 を払い始めているからです。

次 にあげる日曜学校の福音の教義 クラス

のテキス ト(1967-68年 版 〉の一節 は，一

読に値するもの と言えましょう。 「自分 自

身がふ さわし くない と感 じながら悔い改め

ていない人は，聖餐会に出席 し， しか も聖

餐 を取 らずにいる勇気を持つべ きである。

聖餐を取 らない人を見かけても，その理由

を詮索 してはな らない。私 たちは，ふさわ

しくないと自ら感 じる人が聖餐を受けずに

いられるような雰囲気を創るべ きである。

聖餐 を受ける資格のない人が聖餐会に欠席

したり，周囲の圧力 を感 じて聖餐 を取 るこ

とがあってはな らない。聖餐 を受け る資格

のない人は，『身 も霊 も救 われざる』状態

に陥 ることを避けるために，パン と水を取

らないようにすべ きである。」(p.187)
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戻つてき薦祝福

ハ ンス ・ウィルヘルム ・ケ リング

専

数 年前 私は.ドイツ'ミ.ユ ンヘ ン伝道音β
の伝道部長 であ.った時に信仰 を強め ら

れる珍 しい経験 をしました。.私はいつ もの

ように，プライス ・ベ タリッジ長老 とグレ

ゴ リー ・ス ミス長老のふた りの伝道部長補

佐 と話 し合 っていました。話の要点 を強調

するために，.私は20年 程 前にニュー ジャー

ジー州 トレン トンで伝道 した時の経験を引・

き合 いに出しました。その町の ことを話す

と， ス ミス長老が驚いたように， 自分の生

まれ故郷 はニュージャー ジー州 トレシ トン

だがいつ伝道 していたのですか と尋ね まし

た。私が 「1954年」 と答 えると，彼はさら

に驚いたようでした、彼が生まれたのがち

ょうどその年だったか らです。それか ら彼

の家族構成などを聞いてい くうちに， 自分

がその青年の人生に大 きなかかわ りを持っ

ていることがわか ってきました。そしてそ

の時のことがはっきりと胸に よみがえって

きました。

私が同僚 とふたりで トレン.トンに支部 を

組織す るために召 された時，教会員はまだ

多 くあ りませんでした。 しか し，主の祝福

により幾組か.の家族 を教え，バ プテスマを

施すご.とができました。支部は次第に大き

くなっていきました。

あ る日，その頃御主人がまだ活発ではな

か ったス ミス姉妹が，私たちの ところに来

て，特別な祝福 を頼みま.した。彼女は妊娠

中でしたが，医師の診断の結果，胎児の発

育 と出産に異常の恐れがある とい うのです。

ス ミス姉妹は聖典に載っている主の勧告に

従い，.主と神権 を信 じて，.助けを求めて来

たのでした。

私 はその出来事 を自分 の伝道 日誌に記録

しました。灌油の儀式の結び固め をした時

のあの穏やかな気持 ちは今で もよ く思い出

す ご.とが できます。私は聖霊の力を感 じ，
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子併は何の障害 もな く五体満足で元気に生

まれ，やがて主 に仕 えるで しょうとス ミス

姉妹に約束しました。

その後間もな く私 は転任 しましたが，2，

3カ 月後に地方部大会でス ミス姉妹 と会っ

た時のことは忘れることがで きませ ん。彼

女は腕に健康そうな可愛い男の赤ちゃんを

抱いてい ました。込み上 げて くる感激，感

謝，誇らしさ， そして神権の力を，私は今

.でも覚 えています
。 日記に，父親になるの

がどんな気持ちかわか らないが，この 日ス

ミス家の赤ちゃんを見て感 じた気持 ちのよ

うなものか もしれないと記 しました。

伝道が終わってか らは，ス ミス家の人々

や この赤 ちゃんがどうなったか まった くわ

か りませんで した。 しか し， ドイツの伝道

本部 でス ミス長老 とベ タ リッジ長老 と会 っ

て一緒に座った時，あの美し く素晴 らしい

出来事が脳裏に よみがえってきたのです。

この青年は，本当に私が21年 前に自分の腕

に抱 いたあの赤ちゃんでしょうか。私はス

ミス長老に， 自分の出生について変わった

話 をお母 さんか ら聞いたこ とがないか尋ね

ました。答えは私の予期 した通 りで した。

そこで私は，そのことについて もっと詳 し

くお母さんに聞いて欲 しいと頼み ました。

2週 間後にその返事が来 ました。 ドイツ出

身のケ リング長老 という宣教師か ら祝福 を

受けて，その結果息子は正常に生 まれた と

お母 さんは書いていました。

その時の気持 ちはどう表わ した らよいか

わか りません。主は何年 も昔 の祝福 を小さ

な僕に今返 してお られるので す。「あ なた
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の パンを水の上 に投げよ， 多 くの日の後，

あなたはそれ を得 るか らである。」(伝 道11

：1)こ の ドイツの主のぶどう園で共に働

き，神聖 な召 しを手伝 って くれているのが，

21年 前に 自分が出産 の祝福 をしたあの赤ち

ゃんだったのです。ス ミス長老 は主の神権

の力に よって命 を与 えられ，健康に も能 力

に も深い信仰にも恵まれ，そのすべ てをも

って主に仕えていました。

.主 のはか ら
いに対す る喜び と驚 きと感謝

が私の胸 に込み上げて きました。ス ミス長

老を自分の補佐に召した時，私は彼が トレ

ン トンで生 まれたということを知 りませんで

した。200人 もの宣教 師を管理 していたの

で，一人一人が どこで生 まれたかなどい、ち

いち覚 えていられないか らです。私はス ミ

ス長老が霊感に よって補佐に召 された と思

っています。彼が ドイツの ミュンヘ ン伝道

部に派遣 されたのは偶然ではありません。

会合の中で私がニュージャー ジー州 トレン

トンのことを話 し，ス ミス長老が自分の生

まれ故郷はそこだと話 したのも偶然ではあ

りません。

さて，この後私たちに どのようなことが

起 こづたでしょうか。ス ミス長老は福音 と

自分 の召 しに対す る証 を強 くすることがで

きました。神権 の力に対す る私 自身の証 も

強ま りました。私は，私たちに対する天父

の愛 を強 く感 じました。慈悲深 くや さしい

主は，僕が困難 な仕事 を無事果 たせ るよう

に，力強い励 ましと証 を与 えて下さったの

です。

(



人 生には・ じっく嚇 間 をかけて考えな
ければな らないことが あります。考え

ればそれだけ人生が楽 しく，実 りあるもの

となるのです。きょうは， そのようなもの

を3つ あげるこ とに しましょっ。

まず第一に，「自分 は一 体 どういう人物

になろうとしているのか」 とい うことです。

「ハム レット」の中でオフィー リアはこう

言います。「今 日のこ とはわかっても， 明

日のことはちっ ともわか らないのね」(第

4幕5場 ，三神勲訳)福 音がまだ回復 され

なか った17世 紀にお いては， シェー クスピ

アでさえ人の行 く末はわか りませんでした。

しか し，私たちは知 っています。そしてこ

の知識こそが， イエ ス ・キリス トの福音な

くしては理解す るこ とのできない広が りを

人生に もたらして くれるのです。

スペンサー ・W・ キンボールは1973年12

月27日 に予言者にな りま した。 しか し，予

言者 としての生涯が始 まったのは，それよ

じっ くり考 え な けれ ば な らな い こ と

七 十人 第一定員会会 員

ヒ ュ ー ・W・ ピ ノ ッ ク

1915年6月 ，ミズ ー リ州 セ ン トル イ ス で ポ ー ズ を と るス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル(左)と 同 僚 のL・M・ ホ ー ク ス
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りももっと前のことでした。つ ま り若 い頃

から，将来起こることのために備えを して

いたのです。私たちも同 じです。 きょうの

行 ない，きょうの思 い， きょうの言葉で，

昇栄への道 を歩むのです。

私はユタ大学でひとりの若い女性 と知 り

合 いにな りました。キャシー ・マ ッケイと

いう名の優れた音楽家です。彼女は両親か

ら，人の永遠の行 く末は日々の行 ないによ

って決 まると教えられ ました。こ うして彼

女は会 うすべての人に とって素晴 らしい模

範 とな り，やがて他4)州 かち来たひとりの

スポーッ選手が，彼女の清さを見て，イエ

ス ・キリス トの福音に興味を持 ち始めたの

です。彼女は， 自分が 自ら描いた理想の姿

に向かって前進 しているこ とをよ く知 って

いました。

2番 目は， 「きょうという日が 人生 を決

める大切な 日となるか も知れない」 という

ことです。不世出の偉大なフ ラトボール コ

ーチ と言われるビンス ・ロンバルディは
，

どんなプレー.でも決 して気 を抜 く.ことがな

いように選手を訓練 しました。 こう説明 し.

ています。「どん な試合 で も，勝 ち負け を

左右す るのはほんの5つ か6つ のプレーだ

けなんです。でもそのプ レーが試合 を左右

す るプレーになるなんてこと.は，.やってる.

最 中に1まだれにもわか らない。だヵ・らとに

か く決 して気.を抜 くことな く.最後まで頑張

らなければならないんです。」

人生だって同 じです。私 たちの人生 を左

欝 る日はほんの.5、目か5恥 ・層 岬
下かも知れ.ま堂 ん。私々ちの全身今霊 を主 .、

イ舌ス ・・キ リス トに捧げる 日，.峙 を越 えてン

共に手を恥 り合 う伴侶 を見づける日，監督

に.「はい，どこでも召される所 に行 きます」

と言う.月です。そのような 日はそう多 く訪
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れ るものではあ りません。で も一 日一 日を

精一杯生 きていれば，そのような大切 な 日

が訪れた時で も正 しく対処するこ とができ，

やがてふ さわ しい人すべてに与え られる永

遠の報 いを受け るのです。

最後は， 「あなたが その難問 に取 り組 ま

なければ， だれ も取 り組む人はいない」 と

いうことです。私の高校にた くさんの問題

を抱えた女子生徒がいました。家が貧 しく，

服装 も奇妙 で， いつ も何かにおびえている.

風 で した。 ところが男子生徒の中に， そう

した彼女にいっ も温かいあいさつ をする子

がいました。ある日のこ と， 彼が彼女にこ

っ言いました。.「今度 の歴 史のテス.ト，一

緒に勉 強 しよ うよ。」ふた りは一緒に勉強

しました。彼女は彼が 自分のことをひとり

の人間 として見て くれていることを知 りま

した。

それから何週間か過 ぎて， ある日彼女は

彼にこう言いました。「あな たは私 の命 を

救 って くれた恩人だわ。」彼 には思 い当た

ることは何 もあ りません。彼女は言いまし

た。「歴史のテス トの時のこと覚えてる?」

「ああ，覚 えてるよ。一緒に勉強 したよね。」

「私
，あの 日…由 自殺 しようと思ってたの。

この世に私のことを愛 して くれ る人なんか

だ苑 も吟ない。私， ちゃ抱 と.知ってたのよ。

みんなで私の犀装の こと.やなんか笑 いもの

に レてた。.でも，あなたは.そうではなか っ

たき私が今こ うして生 きているのは，あな

たのおかげなのよの 彼 女は今看護 婦 とし

て，大勢の病 に苦 しむ入々のために献身 し

てい ま.す。.

今 ま.で述べ た3つ のこ.とについて， じっ

く塒 間をカ1けて考麺 みょうで1まありま

せ んか。 そうすれば，何 を語るべ きか，何

をなすべ きかが見え.てくるこ とで しょう。



ジ

、

当 時私は19歳℃ どちらかと言えばまだ
新前の宣教師 として 日本で伝道 してい

ました。福音 を信 じていました し，義 しい

ことをしたいとい う望みはあ りましたが，

はたして自分が主に受け入れられるほど良

い入間か どうか，本気で心配 していました。

私はそれ まで，.世が巧妙に しかけて くる

神の愛されるものを

愛すること

デ ニ ス ・R・ ピ ー タ ー ソ ン

き.轄.臓.

...譲.+



利己'ら》 高慢・不道徳，権力，金銭欲の誘

惑 を見て， 自分の弱 さを感 じていました。

いったいどうすれば，こうした 「人間的な」

欲 を抑えるこ とが できるのでしょうか。.戒

め を守ることが， 自ら身動 きで きない分厚

い服 を着 るような気が してな りませ んでし

た。そ して，福音によって着ゼ られた無理

な姿勢のその服のは ぎ目をサ タンがちょき

んちょきん と切 っているような気持ちを覚

えることが しば しばでした。

しか しそれ も，ある発見をするまでの こ.

とでした。

伝道のいろいろな経験がそうであるよう

に，その発見 もある家族のおかげで した。

同僚 とふた りで宇野御家族の所へ初めて行

った時，父親の態度に私 たちはショックを

受け ました。彼は奥 さん をのの しり，かわ

いい男の子たちはび くび くした様子 で父親

を避けるのです。 しか し彼は私たちの話 を

聞き， また来るように言って下 さいました。

それから5週 間後，互いに福音につ いて証

をし合 い， また宇野兄弟がかわいい子供 た

ちと楽 しそうに笑いなが らす もうを取って

いる.姿を見て，私たちは，涙 を止め るこ と

がで きませんでした。

そρ晩同僚 と一緒に帰 りなが ら， この家

族が永遠に結ばれる時のことを考えると，

それまでに感 じたことのないわ き上がって

くるようタ激 しし}喜びを感 じました。そ し

てまた，、もし自分がその場 に一 緒にいられ

なかったらと想像 して，.身 の毛 のよだつ よ

うな怖さをも感 じたのです。その時わかっ

たのは，罪か ら遠 ざか ろうとい う自分の努 .
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力が まだまだ足 りないか もしれないという

こ とで した。私はその夜 ひざ.まず き，義 し

い人になるにほ どうしたらよいか教えて下

さいと精魂 を傾けて主に願いました。

私はその祈 りを毎 日，1週 間，2週 間 と

続け，.伝道中もその後 も繰 り返 し，答えを

・求めて聖典 を読みました。やがてある朝，

その.答えがみつか りました。 ジェームズ ・

E・ タル メー ジ長老が 「基督 イエス」の中

で，「主は罪のない御方であったが，罪を犯

キリストの完壁な防御というも

のが絶大な精神力によるのではな

く，ただみたまに育まれたためサ

クンの汚れた手法を望まなかった

だけであることを，私はついに理.

解しました。キリストは御父が愛.

されるものを愛しましたb

す可 能性 は もってお られ た。……キ リス

トは罪を犯す ことができなか ったと言って

も，……外か らの強制によるのではな く，

たえず真理のみたまと交わっている とい う

修養 による，内か らの抑制に よるのである」

(「基督 イエス.」p.155)と 述 べているのです。

それはまさに私にとって天啓で した。キ.

リス トの完壁な防御 とい うものが絶大な精.

神 力によるのではな く， ただみたまに育 ま

れたためサ タンの汚れた手法を望 まなか っ

ただけ・であることを，.私はついに理解 しま

した。キ リス トは御父が愛 されるもの を愛.

し ました。ですか ら，望みが行 ないになっ

4
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戸

た時，そめ行ないは キリス トの存在 そのも

のの奥深 くから湧 いて くる自然な義 を反映

していたのです。

そこに鍵が あります。神9)愛 され るもの

を愛すること，神の望 みを自分の望み とす

ること，ひいてはそれが神に似た者 となる

ことなのです。私の悪かった点は，神 と反

対の ことを望みなが ら，神に似た行ないを

しようとしていたことで した。、心の望みを

変えさえすれば，.行動 は自然に神に似て く

るはずです。

私はそれ までに感 じたことのない希望 を

感 じました6も う一度聖典 を開 き，神の愛

され るものが何であるかを知ろ うとして，

む さぼるように読み ました。モルモンがそ

れ を一語で説明しています。私が求めてい

たのは愛でした。 「キリス トの純粋 な愛」

でした。それは， 「神が御 子 イエス ・キリ

ス トに真に従 う者たちに一人のこらず与え

たもうたこの愛 で自分たちの胸 を満すため

にあ り.たけの心 をっ く.して御父に祈」る時

に，、私に も得 られ るのです。 またモルモン

は，私に必要な次の約束 も告げていました。

「これは また
， あなたたちが神 の子 らとな

るためである。……また私 たち も神のよう

に清められると言う望み を持たんがためで

ある。」(モ ロナイ7：47-48)

ず ら りと.並んだ戒めや教 えが一瞬にして

変わ るのを感 じました。外側だけでな く気

持 ちや愛や望みをも変 える力によって変え

られたのです。

私は慎重に最初の目標 を選びました。別

に大きな 目標 ではあ りませんでしたが，少

少手 ごわい問題でした。教会に出席す るの

がつまらなかったのです。そこで，朝夕こ

』う祈ることにしました
。 「主 よ，私 が礼拝

をあなたの感 じられるように感 じることが

できる.よう祝福 して下 さい。礼拝の中にあ

なたの見いだされるもの を見いだせ るよう

助けて下 さい。あなた と同 じような態度で

出席できるように助けて下 さい。」すると信

じられないようなことが起 き始めました。

日曜 日が光明に満 ちた 日とな り，心か ら進

んで教会員 とあいさつを交わし， 自分の証

を語 り，教師か ら学び，言葉に尽 くせない

気持 ちを歌に表わ し，謙遜 な感謝の気持ち

で救い主の犠牲の しるしにあずかる自分を

発見 したのです。 日曜 日が安息 日にな りま

した。以前のように，休んだ り，読書や勉

強やスキーや遊びをしたい欲求 を無理や り

抑え込んで教会へ出席する とい うことがな

くな りました。教会への出席が，愛によ.る

義 しい望みの表現 となったのです。

この ささいな経験 によって， また別 の聖

句が新たな意味を持 って きました。神権の

教理が現実に私の心 をうるお し始めたので

す。 「強 いらるることな く」 自発的 に安 息

日を聖 く守 って聖霊が伴侶 となるのを感じ

た時，神権の祝福が私に注ぎ込み ました。

(教 義 と聖 約121：45-46参 照).こ の素晴

らしい経験 によって私の信仰は強 まり，.自

分に とって難題だった ものが次第に解決に

向かってい くという希望がわいてきました。

もうひとっの課題は，一 緒に働 いている

ある人についてで した。私 は彼に尊敬の気

持ちが持 てず，彼 も明 らかに私 を軽蔑 して
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いました。ふた りの間は.とげ とげしくな り，

彼は私の仕事 をわざと妨害 してけんか をし

かけてきました。私 も肉欲の人よろしくそ

れに応戦 し，す ぐに争いにな りました。少

少冷静 になると，ごれでは自分がだめにな

る， この口論でみた まは離れていった と気

づ くのでした。

そこで私 はまた主に朝晩祈 りま した。

「父よ，私はあの人 とうまく行っていませ

ん。あなたが感 じられるような感 じ方があ

の人に対 してで きるように， どうか祝福 し

て下 さい。」す るとそれか ら間 もなく，以

前 とはまった く違 った見方でその人を見る

ことができるよっになって きました。私は，

感 じやす く傷つ きやすい人，新 しい状況を

恐れる孤独な人をそこに見 ました。 そして，

彼がここに至 るまでに伸ば してきた数々の

良 さが見えできま した。 それより何 より，

彼に対 して次第に尊敬 と， さらには畏敬す

ら感 じるようになったのです。そこにいる

めは，神か ら愛 され，いつ くしまれている

神の息子 でした。そうい う人をだれが愛さ

ないでい られるで しょう。 とうとうやって

来ました。愛が天か ら降 り注いだのです。

私の心のほんの片隅が変化 して，主の約束

が成就 されたので した。

私の経験では，その変化のために 日に少

な くとも2回 主に祈 って数週 間かかったか

と思います。 しか しとにか く変化は訪れ ま

す。「キリス トを確 く信 じて 疑 わず，完全

な希望の光を抱 き，神 とすべての人とを愛

して強 くすすむ」 ならば，喜び と平安の気

持 ちを失 うこ とはないのです(IIニ ー ファ
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アイ31：20)

も し私たちが，永遠の御父が感 じられる

の と同 じ喜 びを人を愛することに見いだせ

たなら， あるいは 自分の子供 たちを御父の

偉大 な模範に従 つて尊重 し，御父 と同 じ知

恵を持って子供 をしつけることができた.な

ら， どんな奇跡が起きることでしょう。神

の愛 されるもの を私たちが愛 した時，お金

や祈 りや正直，労働，教会の召しなどにつ

いてどのように感 じることでしょうか。

ベ ンジャ ミン王の民が，たちまちにして

「悪を行 う性質 をな くして常に善 を行 う望

みを」(モ ーサヤ5：2)持 ったような，劇

的な 「夫きい変化」を経験する人はまれで

ある と思います。ほ とん どの人は.ゆっ くり

と規則に規則 を加え，戒めに戒め を加 え，

恵みに恵み を加 えられた末 に， 「寛容 であ

り，……情深い。 また，ねたむことをしな

い，……高ぶ らな.い，誇 らない，木作法を

しない， 自分の利益を求めない，い らだた

ない，恨み をいだかない。不義を喜ばない

で真理 を喜ぶ。そして，すべてを忍び，す

1べてを信 じ
，すべてを望 み，すべてを耐え

る」(1コ リン ト13：4-7)と 言 わ.れる人

に.なるのです。

日の栄の王座 と永遠の生命 を受け継 ぐ人

たちは，善 いもの，真実な もの，清いもの

を愛す る心が 自然に湧き出て強いため に，

た.とえ死後 の命がなかった としても毎 日そ

っい っものを選ぶ人ではないで しょっか。

.そのような人々にとっては，天の家に帰 る

ことは，永遠のこちら側で次の朝 目をさま

す ことのよ うにまった く自然なので しょう。

、

　

ど

妻
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ました。私は,そ の時は もう死 ぬか

とお もい ました。 しか し兄 は,悲 鳴 ノ

をあげる私 をサ ボテ ンの中か ら引っ

ぱ り出 し,ど うにか荷車にのせ まし

た。そ して,近 道 を通 って山 を下 り

たので した。

それか らのこ とぽ,あ ま りよ く覚

えてい ませ ん。確か,母 が洋服 をぬ

がせ て とげ をぬ いて くれ たよ うな気

が します 。ただ,私 の頭 には っき り

と焼 きついてい るのは,荷 車 を引 っ

ぱ って走 って くる兄 の姿 です。あの
/

監

尋

駐
暁

d

｣瞠7◎ 0

姿は,一 生忘 れ るこ とが ないで しょ

う。兄がいなか った ら,私 は死ん で

いたか も知 れ ませ ん。

復活祭は,私 たちに とって記念す

べ き時 です。(特 に,私 に とっては一

年 中で一番すば らしい 日です)そ の

時に,私 たち一人一人は,苦 しいこ

とにぶつか ってだれかに助 けて もら

った時のこ とを思 い出す必要があ り

ます。それは,か わいが っていた犬
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がいな くなった り,お もちゃが こわ

れた り,ま たサ ボテンの中に落 ちた
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兄 がどもると･何 かいやなことが
あったな,と すぐにわかりまし

た。兄は,小 さい時から上手に話せ

ませんでした。小さい時は,そ れも
さい

.かわいらしいのですが,8歳 ともな

ると,へ んだと思わないわけにはい

きません。母は,あ わてて兄を医者

に連れて行きました。それからは,

だいぶうまく話せるようになったの

ですが,た だ,心 配なことがあった

りするとどもってしまうのでした。

そんなわけで,私 は,兄 がこわがっ

たりおびえたりする時にすぐわかっ

てしまいました。

ス ー ザ ン･ピ エ ー ル

さい し せい さん しゆ くふ く

兄は,祭 司になって聖餐の祝福を

することをこわがっていました。し

たくないからではありません。聖餐

の祝福の言葉をとちって,前 にすわ

っている執事たちに,に やにやされ

るのがいやだったのです。

兄は,よ く本を読んでいたので,

ビー玉を使うこともそこからヒント

を得たのかも知れません。ギリシヤ

のテモステネスという人は,は っき

りと話せるように,急 な坂を上 りな

がら発声したり,□ に石をつめて話

したりしたそうです。最初これを聞

いた時,私 はなんておかしな人だろ
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福を間違えて言った時です。そんな

時,兄 は,い つか自分もそうなるの

だと思って,大 変ショックだったに

違いありません。

ある□,階 段を下りて行くと,何

やらつぶやく声が聞こえました。そ
せん たく ば

れは,ど うやら洗濯場から聞こえて

くるようです。私は,し のび足で近

づいてドアをあけ'てみました。兄で

す。兄が□にビー玉を詰めて立って

いました。何を言っているのかわか

りませんでしたが,兄 は,話 す練習

をしていたのでした。

私はしばらくそこに立って見てい

ましたが,見 つからないうちにドア
もど

をしめて部屋に戻りました。しばら

くして下に行くと,も う兄はいませ

んでした。

それから何週間かして,兄 は誕生

日をむかえました。そして,次 の日

曜□,祭 司に聖任され,聖 餐の祝福

をするように頼まれたのです。

あの時のことは,今 でも忘れられ

ません。私は,兄 をじっと見ていま
れいはい どう

した。礼拝堂の明かりに照らされて,

兄のかみは光っていました。その時

の兄には,美 しいという言葉がぴっ

たりでした。しかし,私 の心臓は今

zs

にも破れるかと思うほどはげしく脈

打っていました。兄は,心 配でふる

えているに違いありません。

突然,兄 が私の顔を,ま っすぐに

見つめました。そめ目には,私 を安

心させるような自信がありました。

兄は,祭 司たちがするようにひざま

すいて,祝 福の言葉を言い始めまし
おん

た。｢永遠の父なる神 よ,わ れら御

子イエス･キ リストの……｣聖 餐会

で泣く人は,お ばあさんたちを除い

てめったにいません。けれど,そ の

日,私 は涙を止めることができませ
やさ

んでした。兄の声は,そ れは優しく

て,し かも礼拝堂のすみすみまでひ

びきわたりました。それまで,あ ん

なに美 しい祝福を聞いたことがあり

ませんでした。もちろん兄は,ひ と

つもとちったりしませんでした。

私は,た だもう,涙 が出て仕方あ

りませんでした。兄が大好きになり

ました。その夜,私 のベッドの上に

は,ビ ー玉の箱が置いてありました。

月日は,ど んどん過ぎていきます。

け'れど,た とえ90歳 になったとして

も,私 は,こ のビー玉を取っておき

ます。そして,兄 の初めての聖餐の

祝福の思い出も。
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こ と り さ カミし

よしお くんが,｢ひ と りぼ っちで さみ しいな｣と 言 ってい ます 。で も,よ しお くん

の まわ りには,12わ の こ とりが いるんです。 さが して,色 をぬ ってあげ まし ょう。
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向 こ う に

コンスタ ンス ・ボル ヴ

朽 ちかけた古い掘・立て握 に通じる・
が らくだが散乱 したほこりっぽい道 を

歩いていると， 目の前 を通 り過 ぎてゆ くど

うしようもない貧 しさに私の心はふさぎこ

んでい くばか りで した。小 さなその家の屋

根は片側が崩れていて破 れた窓には古新聞

が貼 りつけられています。そして茶色あ土

で覆われた庭には割れたガラズの破 片や錆
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びた空缶などが らくたが散 らばってい まし

た。窓の向こうに，破れたレ三スのカーテ

ンがだ らりと下が っていて，すすけた壁 と

床が見えます。道 を登ってい くと，15匹 か

ら20匹 の猫が私の前 をさっと逃げて行 きま

した。1雨に打たれて白茶けた ドアをたた く

私の脳裏には，プ リガム ・ヤ ング大学で味

わったあの穏やか な生活がふつふつ とよみ

がえ り，平穏なキャンパス をなつか しむ気

持ちが湧いてきました。で も今の私はプロ

ボを遠 く離れた ところに住 む看護学生。与

えられた仕事 を十分に果たせ るかどうか さ

えおぼつかない ような状態でした。

ことの発端は，数週間前の公衆衛生学の

授業です。単位の中に実習が含 まれていた

ので，私は ソル トレー ク ・シテ ィーで実習

を受け ようと計画 しました。ところが最初

の 日に講師か ら，ある小さな町の保健所で

職員を助ける看護学生が必要だ という話 を

聞きました。秘 はす ぐに志願 しようと思い

ました。感情 を抑 えようとす るのですが，

どうしてもで きず，そ うしている内に私の

足は新 しい地での新 しい仕事に向かって歩

み出していたのです。

到着の翌 日，私は保健所 にいるふた りの

公認看.護婦 に会いました。この辺 りで公認

看護婦 と言えばこのふ たりだけ。それは忙

しいどころの騒 ぎではありません。数百人

分のカルテが入っているファイルを見まし

たが，皆何 らかの加療が必要な人ばか りで

す。恐れをなした私は，詳 しく見ている暇

などないこ とを知 りました。ただ飛び込ん

でみて，あ とは運 を天 に任せ るだけです。

担当の人が私に3人 の患者 を割 り当て，

私あ顔 をじっと見て， こう言いました。「も

うひとりの患者が いるのですが，.あなたに

はちょっとどうか なと思っているのよ。」彼

女は厚 い黄色のファイル を手に持 つていま

した。.

「このお.ばあさんは重病 なんだけ ど
，治

療 を受けたが らないの。 もう2年 も拒み続

けているか しらね。私 もほ とほ と手を焼い

ているの。 もしあなたがや ってみたい，そ

して失敗 してもが っか りしないって約束で

きるのならお騨いしよ うと思 うんだけど。」

私 はまだ一度 も会 ったことのないそのおば

あさるに同情心を覚 え，これは自分が しな

ければいけない と思恥ました。

アァイルに 目を通す と，彼女は今70代 の

後半で，数年前に事故で右足 を悪 くしてい

ました。骨は折れなか ったのですが，大切

な血管 と筋 肉が損傷を受けて切れていまし

た。治療は受けたものの，.足の先の方への

循環が うま くゆかず，時々，血流が とだえ，

老廃物がたまり，周囲の組織 を圧迫す るの

です。そ・りためまわ りの正常な組織が壊死

し，足がただれて きていました。

この ような状態1三悩んだ彼女は，結局医

者の所ぺ診て もらいに行 きました。 ところ

がその医者は良い人だ っなのですが荒 っぽ

く.て配慮が足 りませんで し.た。.そんなわけ

でおばあさんはすっか り病院を怖がるよう

.，ψ 「P9噸bψ φ ψ ， ψ， ψ 一 ゆ 『夢ψ 「夢σ 「ひ ψ9「P， ψ，.ひOψ 噸」釧 ，}9ゆ ， ψ 一 ◎， ψ噸bψ ・，Lρ→ や ・6ψ一 ψ 一 ψ一 幽Pψ ・飾 ・Pψ"ゆ ・ひ・幽9・dゆ.◎ ψ ， 司r一帰 ゆ ゆ・Pゆ 一.●r，・ψ ・Pψ 噸ゆ ・ρφO.
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にな り，二度 と医者にはかかる.まい と心に

決めたのです。その医者の治療 も途 中まで

しかできなか ったために，足は痛み始め，

細菌 に冒され，動かな くなって しまいまし
かいよう

た。潰瘍が広範囲に広が り，鮮血 と黄かっ

色の膿が吹 き出て，あちこちで肉が腐 りか

けていました。

おばあさんは全 く世捨て人同然で，世の

中との唯一 の接触 と言えば，手間賃 をあげ

て使い走 りや買い物 をして もらっている隣

家の少女 しかあ りませ んで した。手伝 おう

とす る人はほかにもいたのですが，おばあ

さんの方で怖がってだれに も会お うとしな

いのです。

私が初めておばあさんに会 いに行った日

は，正 直言って まだ会 う準備ができていな

かった と思います。腰の曲がった病気のお

ばあさんが，長い白髪をぼ さぼ さに垂 らし

て足を引きず りなが ら玄関の ところにや っ

てきました6私 はか ろうじて自己紹介だけ

は しましたが，看護婦はいらないか ら.，放

っておいて欲 しい と断わられました。だか

らと言って引 き下がるわけにはゆ きませ ん。

こうして彼女の家にいた間，確か以前に山

度だけ嗅いだこ とのある.においに気がつ き

ました。決 して忘れ られないにおいです。
え そ

彼女 は壊疸にかかっていたのです。

私 の担当者はその診断 を確認す ると，私

を担 当か ら外そ うとしま.した。おばあさん

の命はあ と数週 間か もしれないので，学生

が担当している間に死亡 したりす ると郡検

事から尋問 を受け，看護婦 としての能力を

問われ るこ とになりかねない とい っのでし

た。担当の方はその責任 をこれか らは自分

が引き継 ぐとおっしゃいました。 しか し，

私は どうして もあのおばあさんがあれほど

苦 しみ，そして寂 しい状態で一生を終える

なんてとて も許せ ませんでした。そこでも

う1週 間頑張ってみますか らとお願い しま

した。驚いたことに彼女 も快 く承知 して下

さいました。

2度 目の訪問の日，おばあさんは私 を中

に入れて くれました。私たちはありとあら

ゆることを話 しました。で も， とうとう病

気の ことは切 り出せ ませんでした。私はそ

の日，家に帰 って泣 きました。助けが必要

であ ることをおばあさんにわかって もらお

うな ど，・とてもできないと感 じたのです。

3日 目に，』私は，手当て を受 けないと死

んでしまうというこ とをはっきりとおばあ

さんに伝 えました。'ところがそれも意に介

さない様子で した。 この世 に執着する理由

もなかったのでしょう.。

'私 はがっか りしてアパー トに帰 りました
。

彼女が助け を拒んでいる以上， 自分に何が

で きるでしょう。祈 るしかあ りませんでし

た。おばあさんのことは前に も祈 って いま

したが，.この 日は同室の人も心配してふ緒

にひざまず いて祈って くれました。私牟ち

は共 に知 恵と導 きを求めて主に熱心に祈 り

ました。

その後数 日間は，何事 もなく過ぎました。

.一礎φ轡ψゆoψ φψφやo .ひ→轡榊 一や一.，ψゆ一ψφ幣o轡 φ.ρ，ψo争 φ.，"r，，ψo蝉 φψ，ψ，ぐ一蝉φ轡φψ，ψ"9ψ φρψψ嚇 一ψ榊 φψo◎ ，轡φψφゆφφφψ→9創
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私は信仰 を持てるように努力 し，毎 日祈 り

続けま.した。そして5日 目にその答えが返

ってきました。突然，何 をすべ きかがわか

ったのです。別 に声を聞いたわけで も示現 』

を受けたわけでもあ りません。人か ら言わ

れたのでもなければ， 自分で考 え出 したわ

けでもありません。ただ どうしたらよいか

はっきりわかったのです。

私は計画 を立て，おばあさんの家へ急 ぎ

ました。持参 した泡の立つ過酸化水素 を見

せると，おばあさんは 目を輝かせ ました。

おばあさんはす っか り気に入ったよ うで，

病院でもこんなに痛 くない治療 をしている

のか と聞 きました。私は，できるだけ気持

ちよくい られるように病院は細心の注意 を

払って くれ ます と太鼓判 を押 しました。 そ

れか ら病院へ行 って，医者をあんなに怖が

っていたおばあさんが もうじき入院するか

もしれないと話 しました。

その翌 日は週末でプロボに帰 らなければ

な りませんでした。私はおばあさん と別れ

た くあ りませんでしたが，お隣のお母 さん

が優 しい親切な方で，で きる除 りお手伝い

をします と約束 して下 さいました。

プロボから帰ってみると，この年老いた

私の友 人は勇気 をふるい起 こしてすでに入

院をすませ ていました。保健所 の皆 さん も

大喜 びで した。病室に駆けつけ ると，おば

あさんはさっ.ばりした明 るい笑葭で私 を迎

えて くれました。「病院に来 ましたよ。あな

たのおかげです。」そして私 に，どの教会に

行 っていますか と聞かれ ました。私が末 日 、

聖徒 です， と答えると，おばあさんはこう

言いました。「知ってました。いらした最初

の 日か ら，あなたが特別 に私のところに送

られてきた人だってわか っていましたよ。

お顔には，あな.たの教会の方たちが持って

いる同 じ輝 きがあ りました。一 目であなた

が信 じられま したよ。」

この時の.全身に広がるような喜び を.想像

してみて下さい。神は人々が2年 をかけて

できなか ったことを1週 間でな さいました。

私は これほどの安 らぎをこれまで経験 した

ことがあ りませんで した。おばあさんの足

は3カ 月で完治 しました。同じ地域の末 日

聖徒 のワー ド部 の会員たちが奉仕活動 とし

ておばあさんの家 を修理 し，庭 の手入れ を'

しました。宣教師がおばあさんを訪 問し，

間 もな くおばあさんはバプテスマ を受け.ま

した。

現在，おばあさんは扶助協会 をは じめ 日

曜 日の集会に欠かさず出席 し，生活には楽

しみがよみがえって きました。天父の娘 で

あるこのおばあ さん を知 り，愛するように

なれたことを，私は本当に感謝 しています。

私はおばめさん とのこ とか ら，信仰 を持 っ

てたゆまず努力す るなら，虹の向こうに美

しい楽園 を見いだすことができることがわ

か りました。皆 さん も同 じように努力す る

ならば，必ず素晴 らしい経験 を味わ うこと

がで きるに違いあ りません。

.ψゆ9ゆ 榊 「臣幽帥9ψ 一ゆ榊 φゆψゆφψ一ψ，ψφゆつ國ψ→曽一ψ一←←ゆ・齢 ・齢 ，'o◎9ψ φ"φ ・φφ・酔◎，ψゆψ榊 φψφ礎φ鞭一 ψ一"●}φ ψφψφψ9ψ ， ψ榊 ・P"・P礎，ψ
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卒業i劃こ思う

七十人第 一定員会会 員

デ ィ ー ン ・L・ ラ ー セ ン

さ ほ ど以前のことで もないが・私 はひ と

りの若い男性 と面接をした。彼は伝道

に出ることが希望だったが，十代の時に幾

つかの重大 な過 ちを犯 していた。彼の家族

は活発な末 日聖徒であ り，彼 自身，罪を犯

していた時でさえ，教会の活動 には活発に

参加 していた。結局， 彼は監督のもとに行

き， 自分の罪を告 白した。そしてそれから

1年 以上の間同.じ過ちを繰 り返さなかった

彼は，伝道に出ることを心待 ちに している。

私は彼からこれまでの経過 と，彼がなぜ

過去において教会員 としての資格 を問われ

るような判断をしてしまったのか を尋ねた。

その時，彼の口か ら出た言葉はこうだった。

「ええ
，私 も自分のしていることが悪いこ

とだということは承知 していました。でも
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☆卒業式に思う☆

いつかは正 しい生活に立 ち返 って，伝道に

行 くんだという自信はありました。」

.私は生活 をあるべ き姿に戻 し，宣教師と

して主に仕えたい とい う彼の願いをうれし

く思った。 しか しその反面，王・しい道 を捨

てて，危険で不道徳な行 ないにふけると.い

う選択 を自分に許 してお きな.がら，その挙..

句が， まるで初めかち決めてあった予定表

に従 うように，従順への決意 を新 たに しよ

う.とい うあまりに も計画的で打算的な生き

方には当惑させ られた。

もしこの青年 とのこと以外に，私が この1

種 の経験をしたことがな々っ.たとい うので

あれば，こ うして特筆するには及ばなかっ

ただろう。 しかし残念なこ とに， これは珍

しいことではないのである。いつ までも続

ける気持 ちはないが，少 しの間楽 しむだけ

ならという気持ちで，世 の禁 じられた事柄

にちょっと手 を染めてみる とい う風潮 と誘

惑が若い人々の間に広 まっているようであ

る。まるでそういった事柄の中に，決 して

見過 ごしにできない大切な，あるいは心 を

引きつけるものがある とで も考えているよ

うだ。

こういった禁 じられた領域に道をそれて

も，立ち直る人が多い とい うのはひとつの

事実だが，その一方では，悲劇的な出来事

もその数 を増 し， 多 くの人々の生活に挫折

感と失望 を与え， いっまで も消えることの

ない傷跡を残しているのである。事が 自分
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だ けで済む というような罪は存在 しない。

たとえ初めか ら計算ず くで故意に罪を犯す

とい うようなことがあったとしても，その

入にそこか ら生 じて くる結果 まで決定する

力はないのである。 もしこれ を信 じない人

がいるな ら，.こ.れま.でサ タンがず っと行な

ってきた狡猜 とし均言いようのない欺 きの
、

好餌 となるであろうb

最 近私は地元の高校の卒業式に出席する

機会を得た、前 もって決められていた生徒

たちが同期生の前に立ち，大人の世 界への

門口に立った彼 らの前途に待 ち受け る遠大

で素晴 らしいチャレンジにつ いて，思 うと

ころを述べ た.。大人の話 し手 たち も現代の

若 入の美点 と潜在能力をほめ たたえ，将来

彼らの手で様々な限界 と呼ばれているもの

が超越され，科学が その支配する領域を広

げ，.難病の治療薬が発見 され，国家間， 人

間同士の関係が前進 を見，やがて地上に恒

久の平和が訪れる とい う意味のこ とを話 し

た。人を鼓舞 し，奮 い立 たせ る話であった。

私はその祝典 の印象的 な話 に耳を傾けな

が ら，そこに集 まった若い人々に向かって

あるひ とつのこ』とを話 したい と考えている

自分に気が付いた。彼 らのほ とん どが末 日

聖徒 で，その家族が彼 らの成 し遂げて ぎた

ことを誇Lりに思 っていることも知っていた。

またその内の何人かが卒業式の後でどのよ

うなことを計画 しているか も知っていた。

私がその卒業生たちに話 したいと思ってい



たのは，彼 らが人類のために多 くのことを

成 し遂げるかもしれない とい うような遠 い

先の話ではな く，今 この場の事柄について

であった。私はこ う言 いたかった。「私は

皆さんが来年何 をす るか，あるいはその先

に続 く人生の中で何 をするか ということに

ついてはそれ程心配 してお りません。私が

心配 しているのは，皆 さんが今晩，あるい

はあ した何 をするか という点です。皆 さん

の予定は どうなっていますか。 どこへ・行 く

予定ですか。今晩何 をす るつ もりですか。」

私は今 こうしてこの記事 を書いているが，

他の同年代のグループ と同 じように，あの

卒業生たちの中に も卒業式の後で， わかっ

ていながら， また計画的に， 自分自身だけ

でな く家族や教会， ひいては天父 をも侮辱

するような状況の中に身を投 じた者 たちが

いたことを知 っている。彼らはずっ とそれ

を続けるつ もりでそれをしたのではな く，

単なる戯れ，一時のス リル として，また冒

険心か らしたのであった。しか し，凍第次

第に蓄積 されてい くその影響力は破壊的な

ものであ る。その結果，やがて彼らの人生

だけでなく，彼 らを愛 し信頼 している人々

の人生にも，悲 しみに満 ちた全 く予測のつ

かない影響が 出て くるのである。人間性は

覆 いようもない程 に低下 し，.人によっては

決 して立 ち直ることのできない所 まで堕落

してしまラ。そして何かを失ったことを全

人類が感 じる日が訪れ るのである。.

☆卒業式に思う☆

自分に知 らされている真理に忠実で， ま

た時代 の流れに押 し流され ることのなかっ

た人に対 して，私は心か らの賞賛 と感謝の

気持 ちを呈 したい。皆 さんは私 たちの輝 く

希望 であ り，私 たちは実に多くのこ とを皆

さんに負っている。皆 さんは最後の段階で

他の人々とは全 く異なった存在 となるであ

ろう。皆さんは世 を覆 う悪 に対抗する最後

にして最強の牙城 である。また皆 さんは 自

分に何のや ましい ところもないこ とを証明

した。皆 さんには何の汚れ も認められない。

神の祝福が皆 さんの上にあるように。

私はこの神権時代の主の民に与えられた.

主御 自身の次の言葉 を読むにつけ，戦標 を

覚 える。「そもそ も今は警め を告 ぐる時に

して， 多くの言葉 を費すべ き時にあらざる

な り。主 なるわれは，末の世に於て欺かれ

ざればな り。」(教 義 と聖約63：58)

私 たちの前途 に思いをはせ る時;主 の約

束の言葉は希望 を与えて くれ る。 しか し私

はどっちつかずの妥協が横行 しているのを

見 るたびに，主が私たちに与 えられた警告

の言葉に心 をおののかせ るのである。

若人の皆さん，主が与 えて下さった真理

に忠実になろ うではないか。なすべ き義務

を果た し，私 たちにかけられている期待に

こたえよ うではないか。そうしてこそ私た

ちは，世の民 とは異なった優 れた人物 とな

ることができるのである。
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生きている什分の一

キ ー ス ・ム ー ア

何 年か前は計 分の一を払・たらや・て
いけないと思 い込んでいたもんです。

自分は貧乏なので，神様は大 目に見て下.さ

るんではないか と思いました。 そんなふ う

に考 えていて， ます ます貧乏になってい く

ばか りでした。

私は福音を信 じていましたし， ワー ド部

で働いて ましたが，什分の一 を払わない と

何かすっきりしない うしろめた さみ たいな

もの を感 じてました。それでや っと監督の

家まで5ド ル を持って行ったんです。郵送

料が払えなかったものですか ら直接届けに

行 きました。5ド ルは1パ ーセン トに もな

りませんでしたが， まず手始めでした。翌

月は監督に10ド ル渡 しました。それがら何

カ月か，5パ ーセン トの 「什分 の一」 を払

い続けたんです。

それか ら私は自分の経済状態 を見直 して

みました。すると毎 月銀行の収支勘定が足

を出さないんです。前だった ら，毎月赤字

になって手数料 を払わされていたというの

にです。

什分の一 を10パ ーセン トに引き上 げてか

ら2，3ヵ 月す ると，仕事で入る収 入は1

銭 も多くならないあに，.月々意外なほどの

お金が通帳に残っているのに気がつきまし

た。出費は前と変わ らないんです。どっち

か と言えば， ささやかなぜ いた く品を買え

る知恵がついた分だけ逆に出る方が 多かっ

たと思 うんですが， とにか く銀行の口座に
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はかな りたまりました。そんなことは前の

年にはなか ったことです。

什分の一 を払 った ら，翌 日早速奇跡が起

きた とい う話は説教壇か らよく聞いてます。

その話 をばからしい とは思いませんが，私

の場合は，什分の一 を3回 払った翌 日に，

目の玉が飛び出るよ うな請求書が送 られて

きたんです。私が忘れていたのか覚 えのな

い借金で した。 その時はさすがにが っくり

きて，什分の一 を払 ったことを悔やみたい

気持ちになった もんです。それ以来今まで

請求書がた くさん来て，什分の一 をしぶっ

たり.，返 して もらいたい と思った りしまし

た。それなのに，返済をす ませて もまだお

金があって， ちょっとした物を買 う余裕が

あるんです。什分の一 という霊の律法 はち

ゃん と生 きてい るんですね。

貧乏でお金の不安がある人たちに喜 んで

ア ドバイス したい と思います。什分の一全

部 でヶくてレ)い，「李 しでも」監督の所へ持

って行 きな さい。それか ら毎 月，少 しずつ

多 く払って行 くんです。そ して全部の什分

の一を払いなさい。あなたの問題は必ず解

決の方向に向か うと信 じます。その通 りな

んですか ら。邪魔物が あるか もしれないし，

疑 う気持ちが出て くるか もしれないが，負 .

け てはだめ です。が っか りしてちゃ，いけ

ませ ん。何 カ月かすれば， きっ と 「ごたご

た」 とはお さらばです。す ぐに什分の一が

きちんと払 えるようになって，心の平安が

持てるようにな ります。

鑛甑.

灘



宣教師になる

十二使徒評議員会会員

リグラン ド ・リチャース

私 たちはだれでも自分の友達の生活に影
響を与えているので，望むならば素晴

らしい宣教師になることができます。私た

ちの周 りに住んでいる教会員でない人々.で，

教会 に入るように招待 されていない人が ひ

とりもいないように しなければな りませ ん。

しか し実際には，私 たちの隣近所には教会

.に入るように誘 われたことのない人が大勢

います。・

私は数年前，教会の責任でネブラスカ州 轟

のオマハを訪れたことがあ ります。ウイン'.

ター クォー ター ズに架け るモルモン記念橋

の起工式に出席す るためです。私はそこで

地元の伝 道部の地方部長 をしている人 と会

いました。彼はこれ まで17年 間 もソル トレ1.

〒 ク ・シティーに住んでいて，ユニオン ・

馨灘 、、

難
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購灘灘灘灘 パシフィック鉄道の事務局に勤め七いまし

たが，事務局の移転に伴いオマハにやって

きたそ うです。彼が教会に入ったのはソル

トレーク ・シテ ィーではあ りません。オマ

ハに来て，宣教 師に会 ったのです。私 は彼

に，「どうしてソル トレー クで教会に入らな

かったのですか」 と尋ね ました。すると彼

は答えました。「だれも私 を教会に誘ってく

れなか ったか らです よ。」

ある時，・私はひと りのステーキ部長 とニ

ュー メキシコ州のファー ミン トンまで車で

行 きました。その時， 同乗 した伝道部長は

ユ タ州のオグデンに12年 間 も住んでいたの

ですが，だれか らも福音について教えられ

ませんでした。私は彼に尋ね ました。「どう

してオグデンで教会に入 らなかったのです

か。」「だれ も私 を教会に誘って くれなか っ

たか らです よ。」

数年前，私はワイオ ミングを訪れた時に

この話 をしました。す るとそこのステーキ

部長が，監督 をしていた時に出会ったひと

りの兄弟のことを話 して くれ ました。 ある

日，彼の地域に住んでいる男性か ら電話が

かかってきました。「監督，私は教会員にな

れ るでしょうか。」 「その時，私たちは.まだ

一度 も彼を教会 に招待 していなかったこと

に気付いたので した。そこで私 たちは金曜

日の夜にバプテスマ会 を開 くこ とを決めま

した。それか ら私は同じ地域に住むひとり

の女性に電話を し， こういう人が教会に入

ったのだが，あなた も教会に来てみてはい

かがですか， と尋ねました。す ると彼女は

こう答えました。『監督，実 を申しますと，



私 もあと.どれほど一緒に住 まわせてもらっ

た ら，あなたが私 を教会に誘って くれ るの

だろうか と考えていたのです。』」

皆 さんは，この福音の門戸 を開 くために

年 をとる必要があるとか，19歳 でなければ

ならないという.ことは決.してないのです。

自分の友達 をワー ド部や，セ ミナ リーの活

動に招待 し，それか ら彼 らを宣教師に紹介

して，宣教師が訪問できるように約束をと

ればよいのです。皆 さんがこれか ら行 なう

こ とで，主のみ手の中で器 として働 き，.人

を教会に招 くことほ ど大 きな喜び と幸福 を

もたらす ものはこの世 にないでしょう。

主は次のように言われました。「而 して.汝

らもし生涯今の.世の人々に向いて悔改め を

叫ぶこ とに力を尽 し，唯一人の人た りとも

われに導かば，わが御父の国に於て彼 と共

に汝 らの悦び如何 ばか りそやb」(教 義 と聖

約18：15)

以 前，南部の州 を訪問していた時，私は

主のみこころを知 るような経験 をしたこと

があ.ります。私はア リゾナ州 のフェニ ック

スに住むある立派な兄弟から手紙 を受けま

した。か なり年配のこの兄弟は， 自分の祖

父が1840年 に ミシシッピ州でバプテスマ を

受けた最初の改宗者のひ とりであることを

述べ，手紙にこう書いてきました。.「それ以

来，その子供や孫たちの宣教師 としての活

動 の年月を合計する と100年 以 上にもな り

ます。」当時，その家族からは15人 が伝道に

出てい ましたが，その うち3人 は私 たちの

伝道部で働いてい ました。

その老 人の祖父が改宗 してからちょうど

100年 目に当たる1940年 に，私 は管理監督

に召 され ました。そこである宣教師大会で

その話 をした ところ， たまたまその老人の

孫に当たる入が出席 していたのです。私は

そのこ とを知 りませんでした。集会が終わ

った後，その宣教師は私の ところにやって

来て こう言いました。「リチャーズ兄弟，今

年で165年 間 の伝道にな ります。」大勢の孫

や ひ孫たちが一度に何人も伝道に出るとし

たら，宣教師 としての奉仕年数が新 たに100

年 加 えられるの も時間の問題で しょう。

私はこう思います。1840年 の昔に ミシシ

ッピ川の沼地 を歩いて渡 り， しか も財布 も

袋 も持たずに， 多くの者がマラリヤ熱に倒

れるといった状態の中で，わずかひ とりの

人を教会に導いた としても大 したことをし

た とは考 えて もみなかった と思います。 し

か し，その兄弟 と子供たちはこの100年 間

に通算165年 に及ぶ 伝道活動 を行なってき

ました。 それ もその兄弟が改宗 した人々，1

またその改宗者 たちを通 じて改宗 した人々

の働 きは数に入れていないのです。これほ

どの奉仕 を行なうこと以上に，「虫 も食わず，

さびもつかず， また，盗 人らが押 し入って

盗み出すとともない天に，宝をたくわえる」

(マ タイ6：20)方 法 がほかにあるで しょ

うか。

軍隊にいようが，伝道 していようが，あ

るいは友達 と一緒にいようが， この素晴 ら

しい真理 に.耳を傾けるよう人々を招 くため

に，何かを語 り，何か を行ない，道 を開い

てい く機会は， 印々私たちの前に横たわっ

ています。私は常々， この世の中で主を愛
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する心め正直な人ならばだれで も， この教

会が どういうものであるかわか っ.たな らば

必ず改宗す ると申し上げて きました。私は，

この教会で教えているこ とが，確か にイザ

ヤが言 う 「不思議 な驚 くべ きわざ」であ り，

「彼らあうちの賢い人の知恵は滅び
， さと

い人の知識は隠され る」 ものであると思 い

ます。(イ ザヤ29：14参 照)も し私たちが人

人の関心 を得 て，この教会が どういう'もの

か十分に説明す ることが できるな らば， 人

人は必ず教会に加わるこ とで しょう。

この教会 をジグソー ・パズルにたとえて「

みましょう。絵の断片 をばらばらにテー ブ

ルの上に置いて，一枚一枚 の断片に描 いてあ

る絵 を全部見ても，一体何なのか よくわか

りません。それがキ リンの首であった り，.

象 の鼻であった り，納屋の裏側 であった り

します。 ところがそれがぴた りと合 うと，

美 しい絵柄がで きます。そして一度完成 し

たパズルは， たったひ とつの断片でも取 り

出して しまうと，絵柄が崩れて しまうので

す。

モルモンの教えについてあちこち断片的

に とらえただけでは，皆 さんはそれが一体

何 なのかわか らないで しょう。 しか しそれ

がひとつ となって結合 した時には，だれも，

何もそこか ら取 り除 くこ とはできないので

す。

ずっと前のことですが，私 はデビッ ド・

0・ マ ッケイ大管長か ら聖職者の グループ

に話 をする責任 を受けたことがあります。

あるふたつの教会がソル トレー ク.で大会を

開 き， カリフォルニア，オレゴン， ワシン
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トン，アイダホ，ユ タそ してネバダか らそ

れぞれの教会の指導者が出席 していました。

私は彼 らの要請に応 じて，モルモンの教え

とはどういうものか とい うことにつ いて2

時間半ほど話をしました。話の結びに，私

はこう述べました。 「私が教会の管理監督で

あった頃，教会の建築プログラムの責任 を

受けていま.した。私 たちはロサ ンゼルスに

神殿を建設する計画 を立てました。ある 日，

その設計図を，大管長に見せ ました。 まだ

電気や配管工事の計画が済んでいませんで

したが，それで も設計図は84ペ ー ジにも及

び，縦120セ ンチ，横80セ ンチの用紙に数

字や 図表が びっ しりと書 き込 まれていまし

た。神殿は計画 としては完成 しました。 し

か し，工事 は全然始 まっていません。その

ような状態で建築家がなすべ きことは， そ

の設計図 を読み取 って施工す る方法 を知 る

ことです。84ペ ージの中の25ペ ージを省 い

て，建物 を完成 させ るこ とはできませ ん。

皆 さんはこの建物の設計図を持 って世界

中を回り， どの建物に合 うか試 してみるこ

ともできます。 しか し，.合う建物はひとつ

しか ありませ んbロ サンゼルスにあるモル

モンの神殿 なのです。 もちろん，電気の配

線，配管，セメン ト，材木な どロサ ンゼル

ス神殿 と似た資材 を使っている建物 は数 多

くあるで しょう。 しか し，その殼計図がぴ

っな り合 う建物 はひ とつ しかないのです。」

それか ら私は聖書 を掲げて こう言いまし

た。「ここに主の設計図があります。イザヤ

は，主が終わ りのことを初めから告げて言

うと述べ.ています。(イ ザヤ46：10参 照)理



解の方法 さえわかれば，この聖書か らすべ

て を知 るこ とができるのです。

そこで主の設計図が描かれているこの聖

書 を持 っ.て行 って，全世界のどの教会に合

うか当てはめてみて下 さい。それがぴ った

り合 う教会はひとつ しかあ りません。それ

は末日聖徒 イエス ・キ リス ト教会です。 も

ちろん，.この主の設計図にある幾つかの部

分 を持っている教会は数多 くあ ります。 し

か し， それがぴった り合 う教会はひとつ し

かあ りません。」

ぞう言って私 は少しずつ説明 を始め まし

た。聖書のいろいろな聖句を取 り挙げてみ

ました。その内の ひとつ を挙げて説明 して

みたい と思います。救 い主はヨハ ネ10：16

で次 のように述べています。 「わた しには ま

た，この囲.いにいない他の羊がある。わた

しは彼 らをも導かねばならない。彼 らも，

わたしの声に聞 き従 うであろう。そして，

つ いに一つの群れ，ひ とりの羊飼 となるで

あろう。」 ・

私は牧師たちに尋ねました。「どなたか こ

の聖句がなぜ聖書の中にあるか御存 じです

か。全世界の教会の中で， この聖句がなぜ

あるか知 っている教会はどこにあるで しょ

うか。」 それか ら私はこの 聖 句 を ヨセブに

与 えられた約 束と結 びつけて話しました。

永久の丘の頂 に建てられる新 しい地につい

ての約 束です。(創 世49：26参 照)

モーセはこの新 しい地 を説明する時，「尊

い」 とい う言葉 を5回 も繰 り返しています。

(申 命33：13-17参 照)そ こで私は尋ねま

した。「皆さんはこの地がどこであるか知 っ

ていますか。」そ う言って私は，それがアメ

リ.力大陸であることを説明しま、した。また

その後 で保存 され て きたふ たつの記録に

ついて述べ ました。(エゼキエル37：.15-20

参 照)「 皆さんの中で ヨセブの記録について

知っている人はいますか。またそのことに

ついて聖書の中で述べ られているのはなぜ

でしょうか。」私 は，救い主がこのアメリカ

大陸のニー ファイの民を訪れ られた時，ニ

ー ファイの民 こそ救い主が述べ た他の羊で

あると言われたこ とを説明しました。主は，

他の羊がだれか弟子たちに告げるよう御 父

に命 じられたことはこれ までなかったと語

っておられます。囲いに いない他の羊がい

る とおっしゃっただけで した。(IIIニ ー ファ

イ15：11-24参 照)

も し私たちがこのことを認識す るならば，

予言者がなぜ これを 「不思議な驚 くべ きわ

ざ」(イ ザヤ29：14)と 言 われたか，その完

全 な真理がわか ると思います。 この地上に

あって皆 さんが行な う事柄の中で，人々に

真理 を知 らせ ること以上 に大 きな喜びをも

た らす ものはないでしょう。私たちは伝道

活動 を通.して絶 えずその経験 をしています。』

アイダホ州 で改宗したひとりの女性がい

ます。彼女は しば しば私 に会いにやって き

ます。ほとん ど.大会 ごとに私 を訪れ ます。

看護婦である彼女は小児病院のために500.

ドルの小切手 を差 し出しました。それは，

彼女の夫が亡 くなった時，聖徒のひとりが

彼女の もとを訪れて，真理 を知 るこ.とによ

って何が得 られるか を教えて くれたか らで

す。最近彼女から受け取った手紙の中に，
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この教会にほこれまで 自分の人生 で味わう

ことのできなかった愛，母親の愛にもまさ

る愛があることを知 ったと書かれていまし

た。

またアラバマ州に住むひとりの女性はこ

う書いてきました。彼女は未亡人ですが，

品のある素晴 らしい女性 でした。そんな彼

女に宣教師が真理をもたらしたのです。彼

女は手紙の中で，長老たちか ら福音 を聞い

て以来味わってきている喜びは，これ まで

経験 したことのないようなものだったと書

いています。彼女は今，教会で素 晴らしい

務めを果たしています。私たち.はこの よう

な報告 を絶えず受けています。

皆 さんは，この教会に改宗 してアメ.リカ

にやって来たスカンジナビアの兄弟.につい

ての グラン ト大管長の話を聞いたこ とがあ

ると思います。.この兄弟は最初，教会につ

.いて詳 しく教えられていませ んで した。そ

こで監督は彼の ところに行 って什分の一 の

律法について教 えました。彼は，什分の一

を納めるこ とを承諾 しました。次に監督は

断食献金を納めて もらいたい と考え.ました。

彼は断食献金に も快 く応 じました。次に，

礼拝堂の建築資金が必要になってきま.した5

彼 はその資金が什分の一か ら来 るものだ と

思っていました。 しか し監督の説明が終わ

る前に彼は礼拝 堂の建築 資金 を払 いま し

た。続いて監督は，息子 を伝道に出す よう

に言いま、した。彼は，「それはちょっと度が

過 ぎるのではないでしょうか」 と答えまし

た。監督は次のように言いました。「兄弟，

自分の家族 を除 いて， この'世の中であなた
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が 一番愛 している人はどなたですか。」.彼は

しば らく考えていましたが， こう答えまし

た。「恐 らく私が愛 しているのは，真夜中の

太陽の国にや って来て， イエス ・キ リス ト

の福音 を私に教 え.て下さったモルモンの長

老だと思います。」監督は言いました。「兄

弟， それ じゃあなたがその宣教師 を愛する

と同 じように，だれかがあなたの息子 さん

を愛す るとしたらどうで しょうか。」「監督，

あなたには まい りました。息子 を伝道に出

して下 さい。」

皆 さんは この伝道の責任か ら逃れるこ と

はできないのです。

以前，私が初めて伝道に出た時，ア ンソ .

ン ・H・ ラン ド伝道部長は私たち宣教師に

次のように言いました。「心 を高慢 にしで，

自分が人よ りも立派であるか ら愛 されてい

るのだ と思ってはな りません。入々が皆さ

ん を愛するのは皆 さんが特別なものを託さ

れているか らです。」私はその時，「ラン ド伝

道部長が何 を言お うとしていたりかよ くわ

か りませんで した。 しか しオランダの地を

離れる前に，私はその意味 を知 ることがで

きました。伝道 を終えてオランダの地 を離

れる時私は数年前に家族 と.別れた時の数千

倍の涙 を流 しホした。

私は同僚 と一緒に，私が最初の宣教師 と

して福音を宣べ伝えた家を訪れました。そ

の家の背の低い夫人は，エプロンにこぼれ

落ちる涙 をぬ ぐお うともせずに，私の 目を

じっ と見てこう言いました。「リチャー ズ兄

弟，2，3週 間前にブ メリカに旅立ってい

った娘 を送 り出す時 もつらかったですが，



あなたを見送るのは もっとつ らいですよ。」

その時私は.ランド兄弟が，「人々が皆さん を

愛す るのは皆 さんが特別な もの を託 されて'

い るからなのです」 と言った意味が よくわ

か りました。

私は また，、軍服を着て立 っているひとり

の 男性 の ところに歩いて.いって，.「さよな

ら」 を言いました。彼は背が高 く， 少しあ

ごひげをはや していました。彼はひざまず

いて，私の手 を取 り， しっか りと握 りしめ，

口づけ をしました。その時，人々.が宣教師

を愛するようになると言ったラン ド兄弟の

言葉の意味がわかったような気が しました。

自分のこれまでの人生を振 り返ってみれ

ば，私たちは皆， この教会にいることに対

して宣教師に何 らかの借 りを受けているこ

とがわか ります。そのような私 たちが，な

ぜこの福音 を人に伝 えてい く責任 を果たそ

うとしないので しょうか。

私 は皆さんに申し上げたい と思います。.

皆 さんはこのみ業が神のみ業であると証 し

ますが，それは同時に何か を行 なうことも

含む とい うことです。

五旬節の日の後，ペテロは群衆の前に立

って説教をしましたが，群衆はその説教を

自分の国の言葉 で聞 きました。彼 らは強 く

心 を刺 され ましたが，それはペ テロの説教

を形造っている哲学によってではな く，イ

エスがキ リス トであ り，生ける神の子であ

るというペテロの証 によってで した。

私 は宣教師たちに，伝道地に行ったら，・

主が彼 らの心の内を燃やす時以外は， イエ

スが贈い主 であ り， ジ ョセブ ・ス ミスが主

の予言者であ り，モルモン経が真実である

と声を挙げて証 をしてはな らない と助言 を

します。 もし彼 らが主のみたまと共に証 を

述べるならば，彼 らの言葉はやかましい鐘
にようはち

や騒が しい饒鉢 とはならず，正直な人々の

心を貫 くもの となり，彼 らは皆人々をこの

教会へ導 く器 となるに違いないか らです。

大分前の ことですが，私はニュー ヨーク

に住んでいたこ とがあ ります。そこで会っ

た聖徒たちに私ほ1大 管長 は.すべてめ会員

が宣教師 になるように望んでお られます と

言いました。「さて皆 さん，皆 さんが知って.

い る人で教会員でない人，一緒に働いてい

る人，隣人，友 人そ して親戚の入々のこと

をしば らくの間考 えて下 さい。皆 さんが真

理を知 らせ るこ とのできる入々のことを考.

えてみて下 さい。彼 らはそのために永遠に

わたって皆 さんを愛す るようになるでし.よ

う。それは彼 らにとって100万 ドルを受け.

る以上に価値あることです。」

その後 しば らくして，私はテキサス州の

ヒュース トンに住むひと りの若者か ら手紙

を受け ました。彼は 自分の専門に関す る大

会があってそのためにニュー ヨー クを訪れ

ていて，私たちの集会にも出席 したのです。

手紙には次の ように書かれていました。「リ

チャー ズ兄弟， あなたは私 たちが皆， 人々

に真理につ いての知識を伝 える主の器とな

るよ うに と述べ られ ました。そこで私 は妻

への手紙に，家に帰ったら伝 えたいことが

あると書 きました。」 彼は家 に帰ると，私が

言ったことを奥 さんに伝えました。会社 で

一緒に働いている若者がい ます
。彼は，私
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がモルモンであることを知っていますが，

私は一度 もその理由につ いて話 したことが

あ りませ んで した。 そこで私ぽ，いつか奥

さんにも来て もらって夕食を一緒に したい

と.思いました。夕食が終 わってか らいろい

ろ話 をす るこ とができる と思ったからです。

この若者はその後，この夫婦 をバ プテス

マの水に導いた喜 びを2ペ ー ジにわたって

長々と書 いてきました。 その後，私は ヒュ

ース トンでバプテスマを受けたその夫婦 に

お会 いしました。確か御主人の方は現在，

ステーキ部の 日曜学校会長をしていると思

います。

私は米国の北西部 を旅 している時，ひと

りの若者が，伝道時代の経験は100万 ドル

をくれると言われて も手放せないものだと

言っているの を耳に した ことがあ ります。

私は彼の後 ろに座 ってこう自分に問い返 し

てみました。「私は， あのオランダの小 さな

国での最初の伝道 を100万 ドル と比べた ら，

どう考えるだろうか。」私は 自分が教会に導

いた人々のことを思 い巡らしました。今で

は，その子供や孫， ひ孫 まで も伝道に出て

います。 もし彼 らを100万 ドルで教会外に

売り渡 した とした ら，私は一体 どんな人間

と言えるでしょうか。・たったひとり.の息子

でさえ，私が行なっなすべての ことを償 っ

て余 りある程のこ とを教会のために行 なっ

ているのです。

教会の偉大な宣教師のひ とりであ るマ シ

ュー ・カウ リー長老は，1946年3月12日 ，

ブ リガム ・ヤ ング大学の礼拝集会で次の よ

うに述べています。教会の伝道 プログラム
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に対する私の気持 ちを的確に表わ している

と思われ るので， ここで引用 したいと思い

ます。.

「皆さん もお聞き.になった と思いますが，

私はニュージー ラン ドで2度 伝道 しました。

私はまた，ふたつの大学で勉強 しました。

そこで初めに皆 さんに申し上げてお きます

が， もしも私が もう一度人生 をやり直す と.

して，ニ ュ「7一 ラン ドへの伝道とふたつ

の大学 での教育の内でどちらかを選ばなけ

ればならないとしな ら，私 はあ らゆる点か

ら見て，ニュージー ラン ドへの伝道を選 ぶ

と思います。すなわち，教育面や霊的成長

・面
，人格の向上，その他考 え.られ るあらゆ

る面の成長 をとってみて も，そうい う結論

に達す るのです。私 は何を与えると言われ

て も，伝.道を教育 と交換 して しまうことは

決 してしないでしょう。 したが って，今 こ.

う して私 は皆さんの前に弁護士 としてでは

な く，.また大学 を出た者 としてで もなく.，

ひ とりの宣教師 として立 っているこ とに喜

びを覚えるのです。」(マ シュー ・カウ リー，

ル勉η(ザ 勲 ガ漉 「信仰の人」p .203)

私 も同 じ気持 ちです。

私たちは，人々の前に光 を輝かすこ とが

できるように，単に言葉だけでな く生活そ

のものをも気高いものとしてこの伝道プロ

グラムに携 わるようにしなければな りませ

ん。これを行な うこ.とによ り，世の人々が

私たちの良 い行 ないを見て，天にいる私た

ちの御父をあがめるようになるか らです。

(マ タイ5：16参 照)



9ラ

。(Σ(ぎ
,}号身撃)一つ2Y(ン射尋i彌融二多瞬立

季.着営迄等営量皐赫(〃卜卜縁4τ`ズ･(ミ#

ン4`Ψ5レよ(拠鯉目〕瑳(〃斡索畿i睾(〃量田

`宰隣1塑rこ)(を(ぎ3り季耳写(〃ト断Ψ5ンよ

。4レ婁鐸2

娩Y朋耳學祭書払中(〃一≠E･で∠･.ミ広斗腰

`軍坤丑畢`44し(ぎ⊃職[量いAぞ一≠Eぐ

/･ミニ留早聯拙迎刻≠蚕⊃1辛際宰隣宵4rン

。4い鰯秘)
･つぞ菖尋盈易辮藁謝日篭中

軍1).し･字.o管曳へ)(〆鍵尋雪弓製古毒目日腿美

一舌〉(`つ智担O川剥一ム〃一9く髪為く

て(凋暴蓼一美'∠〃一4寸4//㌶1距賢4rレ

。(Σ尋

ぞ昇･國Y(〃目曇セ尉羨跨竈日*`払q¥⊃1

(旦吾昂輩幽隼賜･!老蜀圓)一='ワロ･6-

Eぐ`(旦≧}鍵鞘(〃斗ン幸目･(/気4ご)一髪舌雰

.4･N･｣んa忌`(旦誉鍵謡=(〃宴り嘲一ム)

く評ンよ)く/気/(ト･･→ム4･4ンて工僻

辞き灌輿`遅?享…β聯》し…阜揮健)垂(〃制丁

ア1⊃澤…E。4り§号昌仁1(傷4(ぎ⊃囲:¥腿

峯勲著呈払宰日)旦着昂旦弊(〃幽M･(4-

4の潔(〃=`さ字礎晋禦こ)･H･J.管(4コ田

ω一≠E･で/･ミ〔:》菖迄県導…舞劉十毎τ

=1轟圏(ρ囲M･くμ一4

嘆苫4～

。管q)し射畢[r享畢尋》つ呈7Φ(ゴ(ぎマ腔(
尋

峯;孕q(ざゑ9(Σ⑪(ゴ(ぎ(〃…耳Y`翠隠(〃哩'∠自キ

)つ老。q畢軍ゆ▽4ズロ孟(Σ尋寅5)(ン(髪払

4享コ酵辺卸;皐唇些貰隠。9勲焔審コ蠕畢宰薩

礎

､癌
L愚

催(〃2呈丁)

('6∠6L`9'P()

'eつue｣e曇uoつ

ド｣eu瑛)↓eueAl6

sse｣ppeueu｣o｣=｣}

lq⊃n》ll>iO》1聾Hl『so人｣eP旧一

●uqρ珊e

ue㎝四和ε'e∂りρue

5θハ〃｣no'05∂μ㎝θ9〃o

∠ueθU｣Oつ｣∂ハou20岬り

'oθハqrθ隈⊥●1〃e｣δOJdε

pu5μ"ss∂つαdεsノθAo7

列つ則四θ9岬Pθ,e/d∂^07

uoμ窃1dsu置

畢oo8pssOW

o
.鐸準q量'ぞq4》)

し(宰鞠⊃障2γ§易↓(〃.ε払ii疑呈(を(ぎ(〃塁

尋。4つ準り§1葭蟹遅誰呈(〃罪醤i禦首窮堕

`)!1聾2(慰(〃･り')%03御4脇∫ノb∂8η∬刎

コ,｢1×一τご壬一キ｢←｣⑦嘉畑OI巨1身辛

ど一τ7=･ノ1r【r一ロ



嚇 盤董雲撃皇!壽尋
担当地区代表 ステーキ部 名 ステーキ部長

柏倉 仁
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鈴木 正三
福 岡 吉 沢 敏 郎

沖 縄 長 嶺 顕 正
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の よ うに16の ス テ

ー キ部 が 組織 され

て い ます が,近 い

うちに 東 京南,広

島,高 松 に も ステ

ー キ部 が組 織 され

る予 定 です 。 今 後

そ の数 は教 会 の発

展 に伴 って,ま す

ます増 えて い くこ

とで し ょ う。
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中野 正之 中村 晴兆

新山 靖雄 福田 真

　　 　

羅齢

青 柳 弘 一

神崎 良太郎

毒 亀

浅間 玄也

地区代表

⑦
長嶺 顕正

柏 倉 仁 田 中 健 治 安 芸 宏 鈴 木 正 三

地区代表は地域代表役員(菊 地良彦長老)の 下にあって担当地区を指導します。
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